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府中町第５次総合計画案に係る意見募集の結果について 

 

■実施結果の概要 

 

（１）実施時期 

   令和７年１２月２６日から令和８年１月３０日まで 

 

 

（２）周知方法 

   ・町公式ホームページへの掲載 

   ・資料の閲覧（政策企画課窓口、府中町役場２階ロビー、南交流センター行政サービ

スコーナー） 

   ・広報ふちゅう１月号への掲載 ※意見募集の概要のみ掲載 

 

 

（３）提出方法 

   直接提出、郵送、ファクシミリ、電子メール 

 

 

（４）意見募集の結果 

   意見提出者   ３人 

   提出方法内訳  直接提出  （１件） 

           郵送    （０件） 

           ファクシミリ（０件） 

           電子メール （２件） 

 

 

（５）意見の概要と町の考え方 

   別紙のとおり 
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No. ページ 意見の概要 意見に対する町の考え方 

1 基本計画 

57ページ 

コミュニティ・スクールに関する

広報活動等を強化して、その意義や

活動等に関する町民の認知や理解・

参画に繋げてほしい。 

コミュニティ・スクールの推進

に関する具体的な取組のご意見と

して参考にさせていただきます。 

2 基本計画 

61ページ 

67ページ 

71ページ 

災害時避難施設にもなる学校体育

館の空調設備の設置にあたっては、

自然エネルギーを活用したシステム

など幅広く情報収集・選定検討して

ほしい。 

学校施設・避難施設の整備に関

する具体的な取組のご意見として

参考にさせていただきます。 

3 基本計画 

65ページ 

 

地域経済や持続可能性の観点か

ら、住宅施策とあわせて町内雇用の

創出が不可欠である。 

町内雇用を条件とした補助制度に

より、ITや設計、研究開発などの

場所に縛られにくいベンチャー・成

長企業の誘致を進めることで、「住

む」と「働く」が近接した生活環境

を形成できると考える。 

ご意見を踏まえ、施策の方向性

に企業誘致に関する記述を追記し

ます。 

制度内容等につきましては、具

体的な取組のご意見として参考に

させていただきます。 

4 基本計画 

67ページ 

クリーンエネルギーの導入や活用

を推進する具体策を更に強化してほ

しい。 

温室効果ガス排出量削減に関す

る具体的な取組のご意見として参

考にさせていただきます。 

5 基本目標 

79ページ 

81ページ 

府中町が広島市のベッドタウンと

して競争力を維持・強化するには、

交通の「時間帯」を含めた利便性向

上が重要である。 

府中町では夜間・深夜の公共交通

が限られており、若年・共働き世帯

にとっては、他の競合エリアと比べ

不利な要素となっている。 

そのため、公共交通事業者と連携

した最終便時間の延長に向けた協議

や、出勤・帰宅時間帯に特化したつ

ばきバスの快速的循環運行、駅など

の主要拠点への大規模駐輪場・バイ

ク置き場などを検討すべきと考え

る。 

公共交通ネットワークの形成及

び駅周辺整備に関する具体的な取

組のご意見として参考にさせてい

ただきます。 

なお、公共交通に関する各種課

題については、公共交通事業者や

住民代表などが参画する「府中町

公共交通協議会」において、協

議・調整を行っています。 

2



No. ページ 意見の概要 意見に対する町の考え方 

6 基本計画 

81ページ 

83ページ 

91ページ 

特定空家、管理不全空家や所有者

不明土地等の「防災空地化・公園

化」の推進について計画に記載して

ほしい。 

 

住宅施策及び公共空地の有効活

用に関する具体的な取組のご意見

として参考にさせていただきま

す。 

7 基本計画 

83ページ 

87ページ 

府中町における４４歳以下の人口

減少の背景には、３０代前後の世帯

が賃貸住宅からマイホームに移行す

る段階で、町内に価格面・供給面の

選択肢を見出せず、近隣市町に転出

している状況がある。 

そのため、既存団地の再編・再生、

所有者不明空家への行政関与による

再流通、町内企業と連携した住宅取

得支援制度などを計画に位置付ける

必要があると考える。 

 

住宅施策及び移住・定住に関す

る具体的な取組のご意見として参

考にさせていただきます。 

8 基本計画 

86ページ 

88ページ 

90ページ 

住居表示に係る「街区表示板」「町

名表示板」「住居番号表示板」の抜本

的かつ集中的な再整備の推進につい

て計画に記載してほしい。 

 

自治・行政分野の具体的な取組

のご意見として参考にさせていた

だきます。 

9 基本計画 

87ページ 

単独での市制移行及び市制施行の

早期実現に向けての取組について計

画に記載してほしい。 

単独での市制移行については、当

町の人口規模や市街地の形成状況

から判断すると、検討を進めるべき

事項であると考えています。 

一方で、市制移行にあたっては、

法令上の要件だけでなく、住民の意

向なども重要であり、市制施行に向

けた取組を進めることについては、

今後の意向調査等を踏まえて判断

することとしています。 

そのため、本計画では「当町の特

色と将来を見据えた単独自治のあ

り方」と表現しています。 
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No. ページ 意見の概要 意見に対する町の考え方 

9 該当ページ

なし 

第４次総合計画改訂版には「SDGs

と施策等の関係性」が記載されてい

た。 

第５次総合計画においても分かり

やすく明示してほしい。 

第５次総合計画においては、参考

資料として、「SDGs と施策等の関係

性」について掲載する予定としてい

ます。 

記載内容については、分かりやす

い表現となるよう、検討させていた

だきます。 
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資料２　参考資料

●総合計画（基本構想・基本計画）案に係る第４回総合計画審議会からの変更点について

変更箇所（ページ） 該当項目 変更内容

34、35ページ
（まちの将来像）
43～92ページ
（基本計画　全般）

写真及びイラスト
掲載写真・イラストの案を挿入しました。
※イラストはラフスケッチ。写真・イラストともに調整・変更の可能性があります。

43～92ページ
（基本計画　全般）

単位施策指標 指標項目の見直しを行い、一部の指標項目を変更しました（指標名称の変更を含む）。

43～92ページ
（基本計画　全般）

単位施策指標 指標数値（現状値、中間目標値、最終目標値）を反映しました。

65ページ
単位施策②
商工業の活性化

パブリックコメントでの意見を反映し、次の文章を追加しました。

・地域の活力につながる企業の誘致について調査研究します。

計画書全般 誤植等修正 文意に影響のない字句の調整及び誤植の訂正を行いました。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中町第５次総合計画 
（基本構想�基本計画）案 
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第１編 第５次総合計画の策定にあたって 
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１．計画策定の背景と趣旨 
佒町Üä�昭痕44（1969）俇ã地曀自治曂改正àýÿ�市町村基曽構想ã策定Á橿昲付Æþ

�ÔÈÝ�受Æ�昭痕 46（1971）俇伵Àþ 15 俇間�橑画期間ÝÌÔ�府中町総合基曽橑画��

策定Ì�Òã後÷ 15 俇ÉÝà�府中町第２次総合橑画���府中町第３次総合橑画��策定ÌóÌ

Ô�平成２３（2011）俇ã地曀自治曂改正àýÿ�曂畜à基ÚÄ橿昲付ÆäßÄßÿóÌÔÁ�佒

町ä�長期的ß展曟à畞ØÔóÖÚÄÿã指針Ýß�行政橑画ÝÌÛ�平成 28（2016）俇伵À

þ 10俇間�橑画期間ÝÌÔ�府中町第４次総合橑画��策定ÌóÌÔ� 

Èã府中町第４次総合橑画ã期間中（平成 28（2016）俇伵～疖痕７（2025）俇伵）�全国的

à人口減少ã状櫓ä進ô�平成 23（2011）俇Àþ増加樳向Ü·ØÔ佒町ã人口÷疖痕４

（2022）俇４月�ピ��à減少í転ÍóÌÔ�óÔ�地震ù豪雨何ã自然災害àý�被害Á全国

的à増加ÌÛ¿ÿ�平成 30（2018）俇７月à西侶曽�中心à発生ÌÔ豪雨Üä�町侜各所Ü斜

晋ã暻畅ù河川ã氾畋Á発生Ì�多Äã被害�受ÆóÌÔ�Êþà�疖痕２（2020）俇àä�世界

的à新樹�ロĵ��ル$感染症Á畣行Ì�人ã畣�ù交畣Á阻害Ê�ÔÈÝÜ�橊済活佪何Á大

ÂÄ停滞ÌÔ一曀Ü�2#*ル橹術�活枮ÌÔ社会橊済活佪Á檜速à発展�普檘ÌóÌÔ� 

Èãý»ß佒町�取ÿ巻Ä環櫉ã変化�俰橄à�住昰ãニ�%÷大ÂÄ変化ÌÛ¹óÎ�今後

÷�住昰à寄ÿ添ØÔóÖÚÄÿ�進öÛ¹ÄÔöàä�人々ã価値観ù生活暪式ã変化àýØ

Û多暪化ÌÔ�新Ôß暮þÌ�à対応Î�必甮Á·ÿóÎ� 

以上�佡ó½�佒町ã将甿発展ÎîÂ基曽的ß曀向�示Ì�総合的ÀÙ橑画的ß行財政運営

�図�最上位橑画�府中町第５次総合橑画��策定Î�÷ãÜÎ� 

ß¿�佒町Üä疖痕６（2024）俇12月à�府中町総合橑画策定条疘��制定Ì�総合橑画ã位

置ÚÆ�昿確àÎ�ÝÝ÷à�府中町総合橑画審檂会�設置Î�ÈÝù�基曽構想�檂会ã檂

決事項ÝÎ�ÈÝ�定öóÌÔ�曽橑画ä�Èã条疘à基ÚÂ初öÛ策定Ê��÷ãÜ·ÿ�ó

ÊàóÖÚÄÿã新Ôß$*�3Ýß�÷ãÜÎ� 

 

２．計画の期間 
橑画期間ä�疖痕８（2026）俇伵Àþ疖痕 17（2035）俇伵óÜã 10俇間ÝÌóÎ� 

■計画期間のイメージ 

年度 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

基本構忿        

 

  

基本計画    
 

 

 

    

 

10 年間のまちづくりの指針 

 

▲５年Ü中間見直Ì 
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３．計画の構彎 
総合橑画ä�基曽構想�基曽橑画檘è実施橑画Ü構成ÌóÎ� 

 

基本構忿 
佒町Á晛指Î�óÖã将甿像��橁Ç�Ò��実現Î�Ôöã柱Ýß�基曽晛標�示

Î÷ãÜÎ� 

基本計画 
基曽構想à基ÚÄ基曽的ß橑画Ü·ÿ�基曽晛標�佡ó½Ô施策ã基曽的曀向Ý体

橉�示Î÷ãÜÎ� 

実施計画 
基曽橑画à基ÚÄ樍体的ß橑画Ü·ÿ�施策�実現Î�Ôöã事櫤�示Î÷ãÜ

Î�（別冊） 

 

■計画の構彎イメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まち・ひと・しごと創生総合彖略 
曽橑画ä��óÖ�çÝ�ÌÉÝ創生曂�à基ÚÄ�第３期府中町óÖ�çÝ�ÌÉÝ創生総合戦畡�

Ý一体的à策定Î�÷ãÜ·ÿ�総合戦畡à¿Æ�晛標檘è施策à関Î�事項ä�曽橑画à含ó

�Û¹�÷ãÝÌóÎ� 

ß¿�第３期総合戦畡ã橑画期間ä疖痕８（2026）俇伵Àþ疖痕 12（2030）俇伵óÜã５俇

間ÝÌ�基曽橑画ã中間見直Ìà·�Ð�次期総合戦畡�策定Î�÷ãÝÌóÎ� 

  

↓↓↓↓↓↓ 

基本構忿 
（まちの将来像・基本目標） 

基本計画 
（基本施策・単位施策） 

実施計画 

10 年間 

前期:５年間 
後期:５年間 
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第２編 総合橑画策定ã前提 
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第２編 総合計画策定の前提 
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１．府中町の概要 
1.1 地勢 
○ 佒町ä�広佃估市圏ã佈部à位置Ì�周囲�広佃市佈樄�侨樄�安橗樄àýØÛ囲ó�Ô樻

態ÝßØÛ¹óÎ�町域ä佈西4.18sw�侨曭 5.20swÜ�晋積ä 10.41 ㎢ÜÎ� 

○ 地樻ä�曭佈部àä 592w�最高à 200w侜外ã山地Á疵ßÿ�侨西部àä低地Á広Á

ØÛ¹óÎ�低地部äðñ市街化Ê��檔疂部à向ÆÛ÷住宅団地Á造成Ê�Û¹óÎ� 

○ 主甮ß河川ä�府中大川�榎川Ü�町域ã侨西部à沿ØÛ畣下Ì�猿猴川à合畣Ì�瀬戸侜

海à注¹Ü¹óÎ� 

 

1.2 気候 
○ 瀬戸侜海à晋ÌÔ地域ã佽徴Ü·��温暖Ü�比較的降水疁ã少ß¹橢候ÜÎ�橢温ä�俇

平櫭 17.1℃�降雨疁ä俇間晲 1,752wwÜÎ� 

※橢象庁ã観測地点：広佃ã2�*（2015-2024）�使ØÛ¹óÎ� 

■府中町の位置図 
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1.3 歴史と沿革 
○ 佒町ä�府中Ý¹»昽Á示Îý»à�安橗ã国府Á置À�ÔÝÈ�Ý伝½þ��古代安橗ã

国ã政治�文化ã中心地Ü·ØÔÝ¹��Û¹óÎ�Òã後�政治橊済ã中心ä広佃市à移

ÿ�俘櫤主体ã村ÝÌÛ新传開発Á行���現在ãóÖßôÁ樻成Ê�ÛÂóÌÔ�昿治

22（1889）俇ã町村制施行àýØÛ府中村Á誕生Ì�昭痕 12（1937）俇à町制�施行Ì�

Òã間�合併�Î�ÈÝßÄ現在à至ØÛ¹óÎ� 

○ 佒町�佽徴ÚÆ�工櫤ä�昭痕６（1931）俇ã佈暫工櫤(株)(現マ/+(株))曽社ã町侜移

転à始óÿ�昭痕 13（1938）俇àä�リンビ�ル広佃工場ã畞地�自佪車機械�äÍöÝ

Î�関疵工櫤ã集積�橊Û�óÖã基盤�支½ÛÂóÌÔ�住宅地ä､昭痕 30（1955）俇

代Àþ団地開発Á始öþ��昭痕 30（1955）俇代後半Àþã晲 10 俇間Ü檜橝ß人口増

加�橊験ÌóÌÔ�昭痕50（1975）俇以降､檜橝ß発展ä一段畅ÌóÌÔÁ�Òã後÷緩ù

Àà人口増加Á続Â平成２（1990）俇ã国勢調査Üä人口５昝人�超½�町ÝÌÛä全国

Ü÷暊数ã人口�暧Î�自治体ÝßÿóÌÔ� 

○ 平成 16（2004）俇３月à�リンビ�ル広佃工場跡地à大橪晎複合商櫤施設+�ヤモン4"

1��(レ�ユ（現��ンモ�ル広佃府中）Á開櫤Ì�広佃估市圏佈部ã商櫤橉ã檰点ÝÌÛ

ã晱割Á新Ôà加�ÿóÌÔ� 

○ 平成 19（2007）俇５月àä町畞図書館Ý多晛的ホ�ルßÞÁ複合ÌÔ�安橗府中生涯学

習&ン*��ÄÎãÂプラ!�Á開館Ì�生涯学習檰点ÝÌÛã機俕÷充実ÌóÌÔ� 

○ 平成 22（2010）俇４月à鶴江鹿籠線Á全線開通Ì�佫俇広佃高速併疼晕�構成Î�広佃

高速２号線（府中仁保併疼）ã完成àýØÛ�広域的ß估市間ã
�&$Á飛晵的à向上Ì

óÌÔ� 

○ 疖痕３（2021）俇３月à下岡传官衙遺跡Á佒町Ü初öÛã国史跡à指定Ê�óÌÔ�Èã

遺跡ä�古代山甲併沿線ã官衙遺跡ã展開�知�上Ü重甮Ü·ÿ�山甲併ã交通史研檤à

¿¹Û÷意橿Á大Â¹遺跡ÝßØÛ¹óÎ� 

○ 疖痕４（2022）俇４月à府中公昰館Á疧史昰俗資當館�消曪団第１分団檋所ã複合施設Ý

ÌÛリニュ�
ル��プンÌóÌÔ�住昰交畣à加½�疧史文化ã情暶発信ù地域ã消曪団

活佪ã檰点ÝÌÛã機俕÷充実ÌóÌÔ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資當：国伶地畔院 

 疖痕５俇現在：��ンモ�ル広佃府中付櫽¡  昭痕 14俇撮影：�リンビ�ル㈱広佃工場付櫽¡ 
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1.4 人口 
○ 平成 28（2016）俇以降�人口ä微増減�樥ÿ返ÌÛ¹óÌÔÁ�前俇比晲 600 人ã増加

ÝßØÔ疖痕４（2022）俇�ピ��à減少à転ÍÛ¹óÎ�óÔ�世帯数ä疖痕５（2023）

俇óÜ増加�続Æ�以降横å¹樳向ÝßØÛ¹óÎ� 

○ 府中町ã推橑人口ä�減少Á見込ó��疖痕７（2025）俇ã実績人口 52,014 人Àþ�疖

痕17（2035）俇（第５次総合橑画晛標俇次）俇àä50,749人Ý1,000人以上減少Î�

÷ãÝ推橑Ê�Û¹óÎ� 

 

■人口の動き 

 

資當：住昰基曽台帳（各俇4月 1侶時点）�推橑値ä町侂自推橑 

■年齢３区分別人口の動き 

 

資當：住昰基曽台帳（各俇４月１侶時点） 

  

52,012 52,090 52,140 52,142
52,047

52,352

52,935
52,815

52,422

52,014 51,960 51,894 51,812
51,708

51,586
51,437

51,283
51,119

50,936
50,749

22,477 
22,599 

22,706 
22,882 

23,032 

23,344 

23,720 

23,908 

23,918 23,892

21,500

22,000

22,500

23,000

23,500

24,000

24,500

49,500

50,000

50,500

51,000

51,500

52,000

52,500

53,000

53,500

H28

（2016年）

H29

（2017年）

H30

（2018年）

R1

（2019年）

R2

（2020年）

R3

（2021年）

R4

（2022年）

R5

（2023年）

R6

（2024年）

R7

（2025年）

R8

（2026年）

R9

（2027年）

R10

（2028年）

R11

（2029年）

R12

（2030年）

R13

（2031年）

R14

（2032年）

R15

（2033年）

R16

（2034年）

R17

（2035年）

人口

世帯数

（人）
実績←→推計

（世帯）

14.6%

7,633

14.7%

7,795

14.7%

7,743

14.5%

7,617

14.3%

7,454
13.5%

6,950
12.8%

6,482

60.9%

31,870

60.7%

32,135

60.7%

32,063

60.6%

31,756

60.6%

31,496
60.1%

31,019
59.4%

30,152

24.5%

12,849 

24.6%

13,005 

24.6%

13,009 

24.9%

13,049 

25.1%

13,064 
26.4%

13,617 
27.8%

14,115 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R3

（2021年）

R4

（2022年）

R5

（2023年）

R6

（2024年）

R7

（2025年）

R12

（2030年）

R17

（2035年）

0～14歳 15～64歳 65歳以上

実績←→推計
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○ 国侜Üä檜速à少子高疥化Á進行ÌÛ¿ÿ�佒町à¿¹Û÷疘外Üä·ÿóÐ�� 

佽à�44歳以下人口ã減少Á顕著Ü·�一曀�75歳以上人口ä増加樳向à·ÿóÎ� 

 

■年齢徽別構彎の動き（実績・推計） 
 

 

 

資當：住昰基曽台帳（各俇4月 1侶時点）�推橑値ä町侂自推橑 

  

05001,0001,5002,0002,500

男性

平成28年

令和7年

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

女性

平成28年

令和7年

（人）
05001,0001,5002,0002,500

男性

令和7年

令和17年

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

女性

令和7年

令和17年

（人）

実績人口：平成28俇→疖痕７俇 推橑人口：疖痕７俇→疖痕 17俇 
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○ 佒町à¿Æ�人口増減àÙ¹Û�自然増減（出生Ý死曕ã差）ä�櫽俇ùù減少樳向à·ÿ

óÎ�社会増減（転侸Ý転出ã差）÷櫽俇減少樳向ÝßØÛ¿ÿ�重âÛ人口減少ã樳向Á

ôþ�óÎ� 

○ 自然増減ä�È�óÜ出生数Á死曕数�上回�自然増Ü推移ÌÛ¹óÌÔÁ�疖痕４

（2022）俇以降大ÂÄ死曕数Á増加ÌÛ¹�ÈÝÜ�疖痕５（2023）俇àä自然減à転Í

Û¹óÎ� 

○ 社会増減ä�転侸�転出Ý÷à増減�樥ÿ返ÌßÁþ推移ÌÛ¿ÿ�浮Â沈ôÁ·ÿóÎ�疖

痕３（2021）俇àä大ÂÄ転侸者Á増加Ì�櫽俇最÷大Âß社会増ÝßØÛ¹óÌÔÁ�疖

痕５（2023）俇以降ä再è社会減à転ÍÛ¹óÎ� 

■出生数・死亡数の推移 

 
資當：広佃県人口移佪余橑調査（各俇 10月１侶時点） 

■転入出数の推移 

 

527 559 546
475 502 501 499 478

420

406 434
476

435 420 423
494

554 530

121 125
70 40

82 78
5

-76 -110

600

400

200

200

400

600

H28

（2016）

H29

（2017）

H30

（2018）

R1

（2019）

R2

（2020）

R3

（2021）

R4

（2022）

R5

（2023）

R6

（2024）

出生児数 死亡者数 自然増減

（人）

2,410 2,387 2,567 2,425 2,233

3,066

2,424 2,317 2,154

2,432 2,595 2,481 2,529 2,454 2,266 2,376 2,510 2,555

-22 -208
86 -104 -221

800

48
-193

-401

3,000

2,000

1,000

1,000

2,000

3,000

4,000

H28

（2016）

H29

（2017）

H30

（2018）

R1

（2019）

R2

（2020）

R3

（2021）

R4

（2022）

R5

（2023）

R6

（2024）

転入 転出 社会増減

（人）

資當：広佃県人口移佪余橑調査（各俇 10月１侶時点） 
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1.5 産業 
○ 製造品出荷額ã推移ä�世界的ß橄橢ã低晁�受ÆÔ晿送枮機械器樍製造櫤ã影櫝何�

主ß甮因ÝÌÛ�疖痕元（2019）俇à大ÂÄ減少ÌÛ¹óÎÁ�徐々à回復樳向Á進ô�疖

痕４（2022）俇àä平成 19（2007）俇以降最高ã製造品出荷額Ýß�晲 7,110 億円Ý

ßØÛ¹óÎ� 

■工業の動き 

 

資當：橊済産櫤省�工櫤余橑調査��総昲省�橊済産櫤省�橊済&ン $－活佪調査��総昲省�橊済産櫤省�橊済構造実態調査（製造櫤事櫤所調査）� 

 

○ 俇間商品販俼額ä�平成 24（2012）俇以降�平成 26（2014）俇�平成 28（2016）俇Ý

増加�続ÆÛ¹óÌÔÁ�疖痕３（2021）俇Ü再è減少à転ÍÛ¹óÎ�従櫤者数ä�商品

販俼額Á減少ÌÔ疖痕３（2021）俇à微増ÌÛ¹óÎ� 

■商業の動き 

 

資當：橊済産櫤省�商櫤余橑調査��総昲省�橊済産櫤省�橊済&ン $－活佪調査� 
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2.40 2.92 2.65 3.04 2.70

4.43

6.68 6.19 5.93
4.43 4.88 5.67

7.11

9.60
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H26
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（2015）
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（2017）
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（2018）

R元

（2019）

R2
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R3
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（2022）

R5

（2023）

製造品出荷額 県内シェア 従業者数

（千億円） （万人、％）

11.76
9.42

11.05

15.45
12.01

0.99 0.92 1.06
1.30
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（百億円） （千人、％）
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1.6 道路・交通 
○ 町侜ã幹線併疼àÙ¹Ûä�市街地曭部檘è中央部à¿¹Û概â整備Á完異ÌÛ¹óÎ�

一曀Ü�市街地佈部ã檔疂地何ã一部ã疼線Ü整備昣着手ã樄間Á·ÿ�市街地侨部Üä�

広佃市佈部地樄疵続畞体交差事櫤檘è向暫駅周辺伶地樄画整畔事櫤ã進捗à·�Ð�併

疼整備�進öÛ¹óÎ� 

○ 住宅地à¿Æ�生活併疼àÙ¹Ûä�È�óÜ÷ÊóËóß手曂àýÿ併疼ã拡幅整備何

�実施ÌÛÂóÌÔÁ�住宅昨集地Üä�併疼幅員Á4ｍ昣星ã櫕·¹ß町併Á¹óÕ多Ä

存在ÌÛ¹óÎ� 

○ 町侜ã公櫂交通ネ.3ワ��àÙ¹Ûä�昰間バ$会社àý�疼線バ$Á町侜ã市街地�

概â晕甼ÌÛ運行ÌÛ¿ÿ�広佃駅�広佃バ$&ン*��広佃県庁ù広佃市晱所何à接続Ì

Û¹óÎ� 

óÔ�疼線バ$�補完Î�樻Ü��ミュニ1�バ$�ÙåÂバ$�Á町侜�循環運行Ì�疖痕４

（2022）俇Àþä�公櫂交通不便地域Ý交通結節檰点�ÙßÅ�2マン4*�"��»Å¹

Î号�ã運行Á開始ÌóÌÔ� 

■幹線道路の整備状況 
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1.7 財政 
○ 財政疄指数ä�平成３０（2018）俇伵�ピ��à減少ÌÛ¹óÎÁ�国ã地曀財政対策àý

�基準財政需甮額ã増加Á�主ß甮因ÝßØÛ¹óÎ� 

○ 財政調整積畞基櫾ã現在高ä�疖痕２（2020）俇伵以降増加ÌÛ¿ÿ�第４次総合橑画最終

俇伵（疖痕７（2025）俇伵）晛標値ã１０億円�達成Î�見込ôÜÎ� 

■財政力指数 

 

■財政調整積立基金現在高 
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○ ÈÈ数俇�地曀債ã元畏償還櫾Á増加樳向à·�ÈÝÀþ�実質公債費比畝ä８％台�推移

ÌÛ¹óÎÁ�Òã影櫝�受Æ�一般会橑ã地曀債現在高檘è将甿負担比畝ä減少ÌÛ¹

óÎ� 

■地方債現在高（一般会計） 

 

■実質公債費比率 

 

■将来負徊比率 
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２．第４次総合計画の実績 
第４次総合橑画（橑画期間：平成 28（２０１６）俇伵Àþ疖痕７（2025）俇伵óÜ）Üä�第３次

総合橑画ã将甿像�çÝÁÂþöÂ óÖÁ橯Ä �
"$估市 ·ÂêÖú»��橋承Ì��商工

住ãバラン$�保Ö�次世代í元橢�ÙßÇ�çÝÝóÖ～住�ÜýÀØÔ�住�ÜôÔ¹óÖ

ÚÄÿ～��基曽畔俈ÝÌ�５Ùã分晭à¿Æ�基曽晛標�設定ÌóÌÔ�第５次総合橑画à¿Æ

�取組�検佞Î�à·ÔØÛ�Òã実績�次ãÝ¿ÿ整畔ÌóÌÔ� 

 

2.1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり 
【子育て・福祉・健康】 

 生活支援の充実 
�生活困檥者何à対Î�福祉ã充実�図�Ôö�疖痕４俇９月àä�府中町ÄþÌÉÝ自畞応援&

ン*���設畞Î�何�暴括的ÀÙ橋続的ß支援à取ÿ組ôóÌÔ� 

�誰÷Á安心ÌÛ暮þÌ続Æ�ÈÝÁÜÂ�ý»�疖痕５俇７月Àþ高疥者ù障Á¹者何�Éôã

搬出Á困侫ß世帯�対象à個別à曍晣ÌÛÉôã収集�行¹óÌÔ� 

 障がい者福祉の充実 
�障Á¹者ã自畞支援ù社会参画�促進Î�Ôö�障Á¹者施設íã通所交通費何ã助成ù医畺

費ã自己負担ã一部助成�行¹óÌÔ� 

 ライフステージに徨じた健康づくりの支援 
�ÎîÛã世代à¿¹Û�心Ý体ã健康ÚÄÿã充実�図�Ôö�疖痕４俇 12 月àä�健康マ�レ

�#
プリ�佭侸Î�何�住昰ã健康意識ã向上ù健康ÚÄÿ�支援ÌóÌÔ� 

 子育て世代への重洉支援 
�児佲ã檭場所ÚÄÿ何�児佲健全育成対策ã充実�図�Ôö�平成 29 俇４月àä�府中曭交畣

&ン*�侜à地域ã子育Û檰点Ýß�児佲&ン*��開館Ì�町侜２À所Ü児佲&ン*��円滑

à運営ÌóÌÔ� 

�就疾何ã畔暐Ü昼間家庭à保護者Á不在ã児佲ã増加à対応Î�Ôö�疖痕元俇ä府中侨小学

校�疖痕５俇ä府中中央小学校à施設�建設（増設）Ì�暿課後児佲�ラブ�円滑à運営ÌóÌÔ� 

�橊済的負担Á大Â¹子育Û世代何à対ÌÛ�侷暡児檘è小�中学生ã通院檘è侸院à樲�医畺

費ã一部昕ä全部�助成Ì�保護者ã橊済的負担ã橔減�図ÿóÌÔ�（小学生ã通院檘è中学

生ã侸院ä平成29俇４月Àþ�中学生ã通院ä疖痕６俇１月Àþ拡充） 

 子育て環境の確保 

�待機児佲ã解消à向ÆÛ�疖痕２俇�疖痕６俇à保育所�新設Î�Ôö公募Ì選定ÌÔ事櫤者à対

Ì助成�行¹óÌÔ� 

 高齢者福祉の充実 
�高疥者Á住ô慣�Ô地域Ü安心ÌÛ暮þÎÈÝÁÜÂ�ý»�介護保険事櫤橑画à基ÚÂ�介護

事櫤者�公募ÌóÌÔ�（平成 28俇伵２佋�疖痕２俇伵１佋）  
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2.2 学び合い、志を育むまちづくり 
【教育・文化】 

 志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成 
�国際化�情暶化à対応ÌÔ櫑育�推進Î�ÝÝ÷à�昳ù志�持ØÛ挑戦Ì�学è続Æ�疄�持

Ù児佲生伨�育成ÌóÌÔ� 

 学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進 
�前期à¿¹Û��ミュニ1��$��ル�全小中学校à佭侸Î�ÝÝ÷à�地域学校櫄佩活佪Ýã

一体的推進àýÿ�学校�家庭�地域ã疵橂�櫄佩�図ÿóÌÔ� 

 児童生徒一人ひとりの自立を目指した就学支援の充実 
�ÊóËóßニ�%à対応Î�Ôö�$��ル��ン&ラ�何多暪ß職員�俳置Î�ÈÝàýÿ�

Âö細ùÀß児佲生伨ã支援à伴ö�ÝÝ÷à�櫑員ã負担橔減�図ÿóÌÔ� 

 生浗各期に応じた学習機会の充実 
�生涯学習檰点ÝÌÛã公昰館à¿Æ��講座ã開催ù定期活佪団体ã支援�óÔ�情暶檰点ÝÌ

Ûã図書館à¿Æ�侃書活佪ã推進何àýÿ�生涯各期à応ÍÔ学習機会�提檽ÌóÌÔ� 

 芸術・文化の普及・振興 
��ベン3ã開催ù文化団体ã支援何�橗術�文化�疧史活佪ã推進à伴öóÌÔ� 

 スポーツの振興 
�\ACYTW^ パ��暥倉山（暥倉山健康運佪公園）à¿Æ�人工芝整備何�$ポ�/�身櫽à感

Í�ÈÝÁÜÂ�ý»ß施設改修ù�ベン3開催�行¹óÌÔ� 

 教育施設・設備の充実 
�学校施設ã耐震化�含ö�櫑育施設ã適切ß整備�改修àÙ¹Ûä�府中侨公昰館�除Â�橑画

Þ¿ÿ遂行ÌóÌÔ� 
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2.3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり 
【安全・環境・地域】 

 住民と行政が連携した防淿の推進 
�災害íã対応俕疄向上Ý住昰ã曪災意識ã向上�図�Ôö�総合曪災樫疲�実施Ì�自主曪災

組織à対Ì�曪災活佪ã支援�行¹住昰Ý行政Á疵橂ÌÔ曪災ã仕組ôÚÄÿ何�推進ÌóÌ

Ô� 

 防淿体制の充実・強化 
�避侫施設ã機俕櫋化�図�Ôö�曪災備蓄倉庫�設置Ì必甮ß備蓄品ã確保à伴öóÌÔ�ó

Ô�迅速ÀÙ正確ß情暶提檽�図�Ôö�疖痕４俇伵àä�府中町Ｗｅｂハ!�4マ.プ�作成Ì

óÌÔ� 

 市街地の浌水対策 
�市街地�雨水被害Àþ守�Ôö�雨水ポンプ場檘è雨水幹線ã改築更新工事�行¹óÌÔ� 

 低洆素型のまちづくりの推進 
�低炭素樹ã社会"$1ムÚÄÿ�推進Î�Ôö�疖痕５俇３月à 2050 俇'ロ��ボン"1�ã

実現�晛指ÎÈÝ�宣言Ì�太甲光発伡"$1ム�蓄伡池何ã設置助成à取ÿ組ôóÌÔ� 

 自洗と共生する快適環境の推進 
�水分櫊森疈公園ä�平成 30俇７月豪雨災害àýÿ大Âß被害�受ÆóÌÔÁ�災害復檪工事�

終½�疖痕４俇４月ýÿ公園畏枮�全晋再開ÌóÌÔ�óÔ�平成 30 俇７月豪雨災害以降�伶砂

ã堆積Á進�Ü¹Ô水分櫊大堰堤Ý石È�è池ã堆積伶砂ã撤檬Á完異ÌóÌÔ� 

 資涛循環による環境負荷の低浺 
�循環樹ã社会"$1ムÚÄÿ�推進Î�Ôö�３Ｒ（リ2ュ�$�リユ�$�リ ��ル）à関Î�取

組Üä�住昰�事櫤者íã普檘�樶発�中心à進öóÌÔ�óÔ�不曂但棄ù資源物ã持Ö檬ÿ対

策ÝÌÛ巡回パ3ロ�ルù監視�メラã設置何�監視体制�櫋化ÌóÌÔ� 

 協働型環境づくりの推進 
�小学校Üã環櫉櫑育ã充実�図�Ôö�環櫉ボラン1�
団体ù地元企櫤Ý疵橂Ì�子Þ÷達Á

櫙昢�持Ö楽Ì�Ü学î�ý»�ÊóËóß体験樹学習�行¹óÌÔ�óÔ�環櫉�ベン3Üä�

著昽人ã環櫉講演会�開催Î�何�侜暣ã充実�図ÿóÌÔ� 

 人権の尊重と男女共同参画社会の推進 
�社会全体Ü差別ù偏見�ßÄÎÔö��ヒュ�マンフ�$*（人権推進事櫤）���$マ�ル 21（障

害者週間推進事櫤）�Ý合佫Ü開催Î�何�事櫤ã幅�広Ç�参加者数ã増加�図ÿóÌÔ�疖痕

６俇伵ä�開催場所�ÄÎãÂプラ!Àþ��ンモ�ル広佃府中à変更Î�ÈÝÜ�参加者数Á

大幅à増加ÌóÌÔ�óÔ�男女櫂佫参画社会ã実現à向ÆÛ�隔俇Ü映画上映会Ý講演会�実

施Î�ÈÝàýÿ�樶発活佪�展開Ì�多暪ß生Â曀àÙ¹Ûã畔解�深öóÌÔ� 

 地域の活性化 
�持続可俕ß地域�ミュニ1�ã実現à向ÆÛ�府中ÙåÂ祭ÿ何Ü町侜会促進樶発ブ�$ã設

置�町侜会活性化&ミĵ�ã開催何�ÊóËóß活性化檘è加侸促進íã取組�行¹óÌÔ� 
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 地域安全活動の推進 
�消費者ã安全Ü安心ß消費生活ã実現à向ÆÛ�消費生活相談窓口�設置Ì�資格�持ØÔ消

費生活相談員Á相談対応�行ØÛ¹óÎ�óÔ�消費者3ラブル�昣然à曪ÅÔö�広暶�出前

講座何�実施ÌóÌÔ� 

 淹淿予防体制の充実・強化 
�地域全体ã曪火疄�高ö�Ôö�曪火à対Î�知識�橹術取佺à資Î�出前講座ù研修会何�

行¹óÌÔ�óÔ�自主曪災会何�対象à�広佃市総合曪災&ン*�à¿Æ�曪災研修�実施Ì

óÌÔ� 

 浏防体制の充実・強化 
�橑画的ß消曪自佪車何ã更新（７台）�行¹�消曪体制ã充実�櫋化�図ÿóÌÔ�óÔ�住昰ã

安心安全ßóÖ�守�Ôö�消曪団Á地域曪火ã中核ÝÌÛ重甮ß晱割�果ÔÎý»樫疲�行

¹óÌÔ� 

 救急体制の充実・強化 
�檝檜体制ã充実�櫋化�図�Ôö�疖痕２俇伵à外国人Àþã通暶à対応Î�３者間佫時通晴�

枮¹Ô多言語通晴機俕"$1ム�佭侸Ì�聴覚�言語à障Á¹�持Ù曀Àþã通暶à対応Î�Ｎ

ｅｔ119櫷檜通暶"$1ム�佭侸ÌóÌÔ� 
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2.4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり 
【都市基盤・住環境】 

 計画的な土地利用の誘導 
�óÖã活疄ù生活畏便性Á失���ÈÝãß¹持続可俕ßóÖÚÄÿ�維持Î�Ôö�畞地適

正化橑画ù地域公櫂交通橑画�策定ÌóÌÔ�óÔ�伶砂災害Àþ人显�守ÿ�被害�最小限à

ÝÞö�Ôö�広佃県Á推進Î�市街化樄域侜ã伶砂災害佽別橓戒樄域�市街化調整樄域í編

侸Î��檓線引Â�ã取組à疵橂Ì�樄域樄分�枮伯地域ã変更�行¹óÌÔ� 

 都市施設の整備 
�健全ß市街地ã樻成Ý生活環櫉ã改善�図�Ôö�向暫駅周辺ã主甮併疼Ý宅地何�一体的à

整備Î�向暫駅周辺伶地樄画整畔事櫤à橋続的à取ÿ組ôóÌÔ� 

�交通結節檰点ã櫋化Ý円滑化�晛的ÝÌ�広佃県Á実施Î�広佃市佈部地樄疵続畞体交差事櫤

à対Ì地元負担櫾�支出Ì�事櫤推進�図ÿóÌÔ� 

�暮þÌùÎ¹估市樑間�創出Î�Ôö�安全ß歩行者樑間ù櫷檜車畳ã進侸疼ã確保何�幹線

併疼�補完Î��補助街疼��整備ÌóÌÔ� 

�櫷檜車畳ã進侸疼ã確保ù延焼曪止何�地域ã曪災性向上�図�Ôö�櫕·¹併疼ã拡幅�曽

町三丁晛地樄Ü実施ÌóÌÔ� 

 住環境の向上 
�誰÷Á自暐à安心ÌÛ�¿ÜÀÆ�ÜÂ�地域公櫂交通ネ.3ワ���構築Î�Ôö�ÙåÂバ$

ãル�3�+�ヤ変更�実施Ì�2マン4*�"��»Å¹Î号��佭侸ÌóÌÔ� 

�畾好ß檭住環櫉ã樻成�図�Ôö�町営住宅長寿显化橑画à基ÚÂ�平成 29 俇４月à�町営住

宅�集会所�児佲&ン*�機俕�備½Ô府中曭交畣&ン*��整備ÌóÌÔ� 

 生活環境の向上 
�公櫂枮水域ã水質保全Ý快適ß生活環櫉ã向上�図�Ôö�公櫂下水併整備�推進Ì�公櫂下

水併人口普檘畝ä�佒初晛標ã99.0％óÜ向上ÌóÌÔ� 

 インフラ資産の計画的な維持・保全 
�併疼�櫒ÿü»�公園ã橑画的ß維持�保全�延显化�図�Ôö�策定ÌÔ各橑画à基ÚÂ�橋続

的à改修工事何�行¹óÌÔ� 

 公共施設の適切な財産管理 
�公櫂施設�適切à維持�保全�行»ÈÝÜ�住昰 �ビ$ã向上�図�Ôö�橑画期間侜à改修

�暚定ÌÛ¹Ô公櫂建築物 15施設ã»Ö�14施設àÙ¹Û改修�行¹óÌÔ� 
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2.5 持続可能なまちづくり 
【自治・行政】 

 戦略的なまちづくりの推進 
�長期的ßóÖÚÄÿã曀向性Ü·�総合橑画à沿ØÔóÖÚÄÿ�行»Ôö�事昲事櫤ã進捗

管畔ù評価�改善何�行»ÈÝÜ�適切ÀÙ効果的ß施策ã推進�図ÿóÌÔ� 

 自治の体制強化 
�広域的ß視点à畞ØÔ行政 �ビ$ã効畝的ß運営並èà質ã向上�図�Ôö�人口減少�少

子高疥化社会à¿¹Û÷活疄ã·�社会橊済�維持Ì�広佃広域估市圏侜ã自治体Ý疵橂ÌÔ

事昲�進öóÌÔ� 

 平和行政の展開 
�平痕橥俈式典ã実施�äÍö�広暶�ホ�ムペ�#�曪災（行政）昴線何àýÿ�核兵器俩絶檘è

世界恒檕平痕à向ÆÛ発信ÌóÌÔ� 

 まちの魅力発信 
��住�ÜýÀØÔ��住�ÜôÔ¹��È�Àþ÷住ô続ÆÔ¹�Ý実感ÜÂ�óÖÝÌÛã�メ�#

ã向上�定着�図�Ôö�広暶�ホ�ムペ�#何�既存ã俶体à加½�ＰＲ大使ã活枮ù映画館広

告何�痖題性�獲佺Î�ÈÝÜ�更ß�府中町ã昤疄発信Ý便知伵向上�図ÿóÌÔ� 

 持続可能な行財政運営 
�厳Ì¹財政状櫓�勘案ÌÙÙ�社会情勢ù住昰ニ�%à対応ÌÔóÖÚÄÿ�推進Î�Ôö�町

税何収侸ã安定確保Ý時代à即ÌÔ歳出ã見直Ìàýÿ�óÖÚÄÿ振櫙基櫾í一般財源àý

�積畞�行»何�安定的ß財政基盤�構築ÌóÌÔ� 

 多様な行政サービスの提供 
�行政ã2#*ル化ã基盤Ýß�個人番号��4àÙ¹Ûä�檗侶晪間窓口ã開設�申請 ポ�3�

出張àý�申請受付何交付促進�図ÿóÌÔ�óÔ�住昰ã畏便性向上ãÔö�平成 29 俇伵à

証昿書�ンビニ交付 �ビ$�佭侸ÌóÌÔ� 

 職員の総合的な能力開発と新たな働き方の推進 
�職員ã人材育成�推進Î�Ôö�職員ã研修àÙ¹Ûä�Ｗｅｂ研修ùｅ-ラ�ニン�何�実施曀

曂何�工夫ÌßÁþ�職員Á受講ÌùÎ¹環櫉�整備Î�ÝÝ÷à�自己研鑽�支援Î�取組�

行¹óÌÔ�óÔ�新Ôß佩Â曀�推進Î�Ôö�伡子決裁�庶昲事昲"$1ムã運枮�開始Ì�

ペ�パ�レ$化�推進Î�ÝÝ÷à庁舎侜ネ.3ワ��ã昴線化�櫤昲枮パ(�ンã昴線対応�

行¹�庁舎侜モバ�ルワ��ã環櫉�整備ÌóÌÔ� 
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３．まちづくりの課題 
È�óÜãóÖÚÄÿà関Î�星足伵ù評価�取組ã重甮伵ßÞàÙ¹Û�幅広¹世代ã住昰

ù町侜事櫤者�町侜中学生à
ン��3調査�行¹óÌÔ�
ン��3ã結果Ý�佒町ÁÈ�óÜ

進öÛÂÔ取組ã実績�佡ó½Û�óÖÚÄÿà¿Æ�分晭別ã課題�次ãÝ¿ÿ整畔ÌóÌÔ� 

 

3.1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり 
【子育て・福祉・健康】 

満足度係数ã変化 満足度�重甮度ã分布図 

 

 

「子育て・福祉・健康」 分野の課題 

① 障Á¹ã·�人Á自身àÝØÛ必甮ß福祉 �ビ$�選択Ì�障Á¹ã状櫓à応ÍÔ適切ß 

�ビ$�受Æ�Ôö�福祉 �ビ$ã充実Ý質ã向上Á檟öþ�Û¹óÎ� 

② 子育ÛÁÌùÎ¹町àÎ�Ôö�町全体Ü�ÈÞ÷ó�ßÀ�ã意識ã醸成Á必甮ÜÎ�Ò�à

ä�子Þ÷ãÔöã施策à�子Þ÷自身ã意見�聴Â�反映ÊÐ�ÈÝ÷重甮ÜÎ� 

③ 子Þ÷Á安心ÌÛ成長ÜÂ�環櫉�提檽Ì�孤畞�曪Ã�学èù交畣ã機会�増ùÎÔö�子

Þ÷ã檭場所ÚÄÿ�進ö�必甮Á·ÿóÎ� 

④ 家庭ã橊済環櫉à左右Ê�ß¹�子育Û支援ãÊþß�充実Á檟öþ�Û¹óÎ� 

⑤ 保護者Á佩ÂßÁþ子育ÛÜÂ�環櫉ÚÄÿà向ÆÛ�橑画的ß支援基盤ã整備à加½�多暪

ß櫑育�保育 �ビ$�充実ÊÐ�必甮Á·ÿóÎ� 

⑥ 高疥者福祉ã充実à関Ì�社会的ßÙßÁÿ�櫋化Ì自身ã晱割�創出ÜÂ�ý»��高疥者

ã自己実現àý�生ÂÁ¹ÚÄÿ��推進Ì�積櫧的à地域貢献ÜÂ�Ôöã場所（各種 ロン

何檭場所ÚÄÿ）ù機会（ボラン1�
何地域Ýã橌Áÿ）ã環櫉整備Á一層檟öþ�Û¹óÎ� 
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3.2 学び合い、志を育むまちづくり 
【教育・文化】 

満足度係数ã変化 満足度�重甮度ã分布図 

 

 

「教育・文化」 分野の課題 

① 住昰
ン��3ã�óÖÚÄÿã評価�à¿¹Û��ÈÞ÷ã櫑育環櫉�ä星足伵÷重甮伵÷高Ä�

�重点維持項晛�ÝÌÛ位置ÚÆþ��ÝÝ÷à��櫑育ã分晭�ã中Ü�重点的à取ÿ組õîÂ

ÕÝ思»÷ã�à¿¹Ûä��学校櫑育ã充実�Á最÷多Ä選択Ê�Û¹óÎ��確Àß学疄��曎

Àß心�ã育成à向ÆÛ�学校櫑育ã充実à関Î�取組�橋続的à講Í�必甮Á·ÿóÎ� 

② 子Þ÷ÔÖã学èã場Ü·�学校�中心ÝÌÔ地域�ミュニ1�ã醸成ä�óÖÚÄÿã重甮

ß甮素ÝßÿóÎ��ミュニ1��$��ルÝ地域学校櫄佩活佪（�ミュニ1��$��ル ポ�3

活佪）ã活性化�図�ÈÝàýÿ�持続可俕ß学校支援体制�構築Î�必甮Á·ÿóÎ� 

③ �ロĵ禍Á昿Æ�公昰館活佪者数ä増加樳向ÜÎ�住昰
ン��3à¿¹Û÷�公昰館活佪à

�今後参加ÌÛôÔ¹�割合ä�前回調査ýÿ�ÏÀßÁþ増加ÌÛ¿ÿ�施設晋ã整備�樺機

ÝÌÛ�橢橔à参加可俕ß学習�交畣機会ã充実�óÔ�文化�橗術�$ポ�/活佪ã推進�図�

必甮Á·ÿóÎ� 

④ 疖痕３俇３月��下岡传官衙遺跡�à関Ì�府中町Ü初öÛ国ã史跡指定�受ÆóÌÔ�府中町

ã誇ÿ�地域ã"ンボルÝß�史跡Ü·ÿ�適切ß保存�行»ÝÝ÷à�地域ã疧史àÙ¹Û学

î�橀¹ã場ÝÌÛ整備�進ö�必甮Á·ÿóÎ� 

⑤ 更新暚定Ü·ØÔＷＡＣＴＯＲＹパ��暥倉山（暥倉山健康運佪公園）ã上段�ラ�ン4ã照昿

àÙ¹Ûä�公園全体ãリニュ�
ル橑画Á進行中Ü·ÿ�橑画à併ÐÛ実施Î�必甮Á·ÿ

óÎ� 

⑥ 痊檞化ÌÔ櫑育施設Á多Ä�今後÷橑画的ß維持管畔�改修何Á必甮ÜÎ�佽à�現橑画Àþ２

俇延伸ÌÛ¹�府中侨公昰館ã建替½àÙ¹Ûä�現在最暂先à進ö�îÂ事櫤Ü·�Ý考

½þ�óÎ� 
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3.3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり 
【安全・環境・地域】 

満足度係数ã変化 満足度�重甮度ã分布図 

  

「安全・環境・地域」 分野の課題 

① 自主曪災組織結成後ã活佪ã維持�充実�図�Ôöàä�組織ã育成Ý活佪支援Á必甮ÜÎ� 

② 住昰
ン��3àý�Ý��犯罪íã対策��水害�地震�ÁÆ暻�ßÞã災害íã対策�ä重甮伵

Á高¹à÷関�þÏ�星足伵ä低ÄßØÛ¿ÿ�早檜à取ÿ組õîÂ施策Ý考½þ�óÎ� 

③ 雨水施設ã中àä耐震性�暊ÌÛ¹ß¹÷ã÷·�Ôö�地震発生時Ü÷俫水機俕�確保Ü

Â�ý»対策Á必甮àßÿóÎ� 

④ 行政活佪à伴¹発生Î�温室効果�$俫出疁ã削減ä�大幅ß改善Á必甮ÝßØÛ¿ÿ�疖痕

９俇伵ã橐光ランプã製造俩止Á決定ÌÛ¹�状櫓÷佡ó½�公櫂施設照昿ã OED 化�重点

的à進ö�必甮Á·ÿóÎ� 

⑤ 水分櫊森疈公園ã施設ã痊檞化Á進行ÌÛ¿ÿ�ÊóËóß世代Á自然Ýê�·½�橀¹ã

場ÝÌÛ�畏枮者ニ�%�佡ó½Ô再整備�リニュ�
ルÁ必甮ÝßØÛ¹óÎ� 

⑥ ３Ｒ（リ2ュ�$�リユ�$�リ ��ル）à関Î�取組à¿¹Û�櫽俇Üä食品ロ$削減ùプラ$

,.�ã資源循環à関Î�曂畜Á新Ôà施行Ê�Û¿ÿ�ýÿ樍体的ß取組àÙ¹Ûã検佞Á

必甮ÜÎ� 

⑦ 学習指佭甮疃à¿¹Û�持続可俕ß社会ã創ÿ手�ã育成Á昿橫Ê��何�社会全体Üã人材

育成Á檟öþ�Û¿ÿ�学校Üã環櫉櫑育ã充実ÝÝ÷à�子Þ÷Àþ大人óÜ家庭ù地域�

ÒÌÛ事櫤者何多暪ß主体Á疵橂�櫄佩ÌßÁþ学î�環櫉学習機会ã提檽Á必甮ÝßØÛ¹

óÎ�óÔ�環櫉活佪ã活性化àä�佩Ä世代ã参加Á必甮Ü·ÿ�ÒãÔöàäニ�%à応Í

Ô情暶提檽ù情暶ã櫂暊化�図ØÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ� 
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⑧ 人権ã尊重Ý男女櫂佫参画ã推進àÙ¹Ûä�幅広¹普檘樶発�図��ý»�広暶曀曂�工

夫Î�ÝÝ÷à�樶発活佪侜暣ã充実�図ØÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ� 

⑨ 持続可俕ß地域�ミュニ1�ã実現à向ÆÛ�新Ôß担¹手ã確保檘è負担橔減�図�Ôö�

従前ã加侸促進何ã取組à加½�若俇層íã
プロ�,櫋化�参加ÌùÎ¹環櫉ÚÄÿ何�ýÿ

効果的ß取組�展開ÌÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ� 

⑩ 曪犯ù犯罪电止íã住昰ã関心Á櫋¹ÈÝÀþ�関樲機関ù地域団体Ý櫄佩ÌÛ�住昰ã安全

�確保Î�ÝÝ÷à�地域曪犯疄ã櫋化�図�Ôö�曪犯�メラã設置何ã効果的ß取組�検

佞�実施ÌÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ� 

⑪ �豪雨災害ù地震ßÞã自然災害à櫋¹óÖ��晛指ÎÔöà�必甮ß施設何�整備Î�必甮

Á·ÿóÎ� 
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3.4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり 
【都市基盤・住環境】 

満足度係数ã変化 満足度�重甮度ã分布図 

 
 

「都市基盤・住環境」 分野の課題 

① 持続可俕Ü�ンパ�3ßóÖÚÄÿ�推進Î�Ôö�災害ã危険性Á高¹市街化樄域�市街化

調整地域à再編Î��檓線引Â�ã取組��広佃県ÝÝ÷à推進ÌÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ� 

② 向暫駅周辺伶地樄画整畔事櫤檘è広佃市佈部地樄疵続畞体交差事櫤ä�橑画的à推進ÌÛ¹

óÎ�È�þã事櫤ä住昰ù事櫤者Á最÷重点的à取ÿ組õîÂ施策ÝÊ�Û¿ÿ�Êþß�

推進Á檟öþ�Û¹óÎ� 

③ 向暫駅周辺ä町侨部地樄ã地域ã檰点ÝßØÛ¹óÎ�周辺併疼整備Á着実à進õ中�交通

結節機俕�櫋化Ì��住ô続ÆÔ¹óÖ�ÝÌÛÊþß�商櫤ã活性化�図�必甮Á·ÿóÎ� 

④ 町併�県併à¿¹Û歩行者àùÊÌ¹樑間(バリ
フリ�)整備�進öÛ¹óÎÁ�ýÿ一層�歩

併ã段差ùÁÔÙÂã解消à取ÿ組õ必甮Á·ÿóÎ� 

⑤ 住昰
ン��3àý�Ý��歩行ù自転車通行íã安全対策��身櫽ß生活併疼�ä重甮伵Á高

¹à÷関�þÏ�星足伵ã低¹項晛ÝßØÛ¿ÿ�暂先伵ã高¹施策ÝßØÛ¹�ÈÝÀþ�新

Ôß事櫤�展開Î�必甮Á·ÿóÎ� 

⑥ 障Á¹ã·�子Þ÷�含ö�誰Ü÷楽Ìö����ン�ル�"ブ暔樍�ã佭侸�引Â続Â進öÛ

¹Ä必甮Á·ÿóÎ� 

⑦ 耐震化Á必甮ß住宅何Á古ÄßØÛÂÛ¿ÿ�耐震補櫋ýÿ÷建替½àý�耐震化Á現実的ß

選択肢ÝßØÛ¹óÎ� 
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⑧ ÙåÂバ$ã畏枮者数ä�ロĵ禍前Ý比較ÌÛ７割程伵à減少ÌÛ¹�半晋�高疥者4ラ�バ

�àý�交通事故何ã社会晣題Àþ�晇檴返俔ù地域公櫂交通ã畏枮ã関心÷高óØÛ¹ó

Î�収支状櫓ã改善ù畏枮者数ã増加à加½Û�交通事故ã減少àý�安全性ã確保何�持続

可俕ß地域公櫂交通ã実現Á檟öþ�Û¹óÎ� 

⑨ 全国的à発生ÌÛ¹�施設ã痊檞化àý�併疼陥書事故�街疼樹ù公園樹晙ã伹晙事故�佡

ó½�ýÿ一層ã適切ß維持管畔ã必甮性Á顕在化ÌÛ¹óÎ� 

⑩ 公櫂施設ã適切ß管畔àÙ¹Û�橑画à橑上Ê�Û¹�÷ãä順調à進捗ÌÛ¹óÎÁ�町暊

施設全体Üä改修ã積ô残ÌÁ·�Ôö早期解消Ý暚曪保全化�実現Ì�畏枮者ã安全確保

Ý将甿的ß財政負担ã橔減�図�必甮Á·ÿóÎ� 
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3.5 持続可能なまちづくり 
【自治・行政】 

満足度係数ã変化 
町行政運営� �ビ$等ã分野ã中Ü 

重点的à取ÿ組õîÂÕÝ思»項目（上位５項目） 

「自治・行政」 分野の課題 

① 即効性ã·�改善策�講Í�ÈÝä困侫ÜÎÁ�誰÷Á�暮þÌ心地Á一番�Ý実感ÜÂ�óÖ

ÚÄÿ�晛指ÌÛ�引Â続ÂÎîÛã施策�事櫤�着実à取ÿ組õ必甮Á·ÿóÎ� 

② 圏域全体Ü少子高疥化�人口減少何�社会橊済情勢Á変化Î�ßÀÜ�自畜的�持続的ß発展

�橋続ÌÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ�ÒãÔö�Êþß�圏域自治体ã疵橂櫋化�事昲ã櫂佫化�効

畝化�地域資源ã相互活枮�行»必甮Á·ÿóÎ�óÔ�広佃広域估市圏ãßÀÜ存在感�発

揮Ì�估市圏全体ÝÌÛã昤疄�上Ç�Ôö�佒町ã自治ã·ÿ曀àÙ¹Û研檤ÌÛ¹Ä必甮

Á·ÿóÎ� 

③ XSX ã佽性�十分活ÀÌÔ効果的ß情暶発信Á必甮Ü·ÿ�Êþà発信疄�高ö�Ôö伬痒

者数�増加ÊÐ�取組（OJSEãリ.,メニュ��,ラ"ã俳布何）÷必甮ÝßÿóÎ� 

④ 財政関疵事櫤Üä�晛標指標�着実à達成Ì続ÆÛ¹óÎ�財政運営àÙ¹Û住昰ã畔解�佺

�Ôö�引Â続Â�ÀÿùÎ¹財政状櫓ã公表à伴öóÎ� 

⑤ 個人番号��4ã檜橝ß普檘à伴»��4更新何関疵手続Âã増加ù�戸籍ã広域交付何ã

影櫝Ü窓口Á混雑ÌÛ¹óÎ�"$1ムã効畝化àý�待Ö時間ã縮減�事昲負担ã橔減Á必

甮ÜÎ� 

⑥ óÖ愛�櫛伶愛�高ö�Ôö�住昰ã"ビ.�プラ�4（地域íã誇ÿÝ愛着）�醸成Î��ンĵ

�プロモ�"ョン（町侜à向ÆÔ対侜的ßUW活佪）�展開ÌÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ� 

⑦ �ン*�ネ.3�活枮ÌÔ情暶発信ãðÀ��ン*�ネ.3上Ü完結ÜÂ�申請�手続Â�充実

ÊÐÛ¹ÄÈÝÁ檟öþ�Û¹óÎ� 

⑧ 保健�医畺�福祉分晭Üä他ã分晭à比îÛ�行政 �ビ$ã2#*ル化Á檟öþ�Û¹óÎ� 

⑨ 社会全体ã2#*ル化Á進õ中Ü�情暶橹術à対ÌÛ不安�感ÍÛ¹�住昰ã曀�対象ÝÌÔ

2#*ル2バ�4（2#*ル橹術ã恩樽�受Æ�ÈÝÁ出甿�人Ý出甿ß¹人ã間à生Í�格

差）解消策à取ÿ組õÈÝÁ重甮ÜÎ� 

⑩ 行政 �ビ$ã2#*ル化�進ö�à·ÔØÛä�住昰ã曀Á畏便性�実感ÜÂ�ý»ßD]

施策�展開Î�ÕÆÜßÄ�今後暚想Ê��檜橝ß社会変化ù職員数ã減少íã対応�見据

½�櫤昲改革（BUW）�含õ櫤昲全般ãD]化à÷取ÿ組õÈÝÁ檟öþ�óÎ� 
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４．当町の現状と課題を踏まえた取組の方向性 
佒町ã人口ä�国畞社会保障�人口晣題研檤所Á平成 30（2018）俇à公表ÌÔ疖痕７

（2025）俇推橑人口�上回�見込ôÜ·ÿ�
ン��3調査ã結果Àþ÷�多Äã住昰Á�府中

町ä暮þÌùÎÄ�今後÷府中町à暮þÌ続ÆÔ¹�Ý感ÍÛ¹�ÈÝÁ分ÀÿóÎ�ÈãÈÝÀ

þ�第４次総合橑画ã基曽畔俈à橁ÇÔ�住�ÜýÀØÔ�住�ÜôÔ¹�óÖã実現à向ÆÛä�

概â順調à進�ÜÂÔ÷ãÝ評価ÜÂóÎ� 

一曀Ü�第４次総合橑画ã１０俇間Ü�行政Ý住昰ã関樲性ù�住昰Á行政à檟ö�÷ãä大

ÂÄ変化ÌÛ¹óÎ�È�à対応Î�Ôö�第５次総合橑画Üä�È�óÜã曀向性�橋承ÌÙÙ�

橑画ã大綱àÙ¹Û次ãÝ¿ÿ刷新�図ÿóÎ� 

 

4.1 新たな「まちの将来像」の設定 
平成１３（2001）俇à策定ÌÔ第３次総合橑画Üä�社会情勢ù住昰意識ã変化�佡ó½�佒

町ÁÈ�óÜ積ô重âÛÂÔ�暮þÌãóÖ�ÝÌÛã性格�Êþà進展�充実ÊÐ�Ôö��çÝ

ÁÂþöÂ óÖÁ橯Ä �
"$估市 ·ÂêÖú»��óÖã将甿像à設定ÌóÌÔ� 

Òã後�平成２８（２０１６）俇à策定ÌÔ第４次総合橑画Üä�Èã将甿像�橋承ÌÙÙ��ロ�

バル橊済ã進展ù人口減少�少子高疥化ã中Ü÷�óÖÁ侲�¹活性化Î�ÈÝÜ�住�ÜýÀ

ØÔ�住�ÜôÔ¹�óÖã実現�晛指ÌóÌÔ� 

第３次�第４次総合橑画àý�25俇間ãóÖÚÄÿÜ�估市機俕ã集積ä大ÂÄ進ô�佒町ã

佽性�最大限à活ÀÌÔ暮þÌùÎ¹óÖÝÌÛã骨格ä完成à櫽ÚÂÙÙ·ÿóÎ�Òã一曀

Ü�社会情勢ã変化àýÿ�行政ÕÆÜä解決Á侫Ì¹課題Á増加Ì�行政ã取組à住昰ã参画

Á必甮àß�ÝÝ÷à�人口減少�少子高疥化ßÞàýÿ�È�óÜ住昰主佭Ü進öþ�ÛÂÔ

·þû�社会活佪àÙ¹Û�行政ã参画Á檟öþ��ý»àßÿóÌÔ� 

È»ÌÔ行政Ý住昰ã関樲性ã変化à対応ÌÙÙ�暮þÌùÎ¹óÖÝÌÛÊþà発展ÌÛ¹

ÄÔöàä�È�óÜã俯瞰ÌÔóÖÚÄÿã視点ÕÆÜßÄ�住昰à寄ÿ添ØÔ視点à畞ØÛ

óÖÚÄÿ�進öÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ�以上Àþ�第５次総合橑画Üä�佒町Üã�暮þÌ��住

昰晛線Ü捉½Ô�新ÔßóÖã将甿像�設定Î�ÈÝÝÌóÎ� 
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4.2 施策体系の再編 
�安全�環櫉�地域�ã分晭àÙ¹Ûä�社会情勢ã大Âß変化àýØÛ�佽à新Ôß課題íã

対応Á檟öþ�Û¹óÎ�ÒÈÜ�施策体橉ã細分化�行¹�次ãÝ¿ÿ�地域�環櫉�Ý�安全安

心�ã侭Ùã政策ã柱à再編Î�ÈÝÝÌóÎ� 

 

＜地域・環境分野における主体的な取組の推進＞ 

環櫉ã分晭Üä�脱炭素化�資源循環ßÞã樍体的ß取組Ý人材ã育成Á社会的à檟öþ�

Û¹óÎ�佒町Ü÷疖痕５（2023）俇３月à�'ロ��ボン"1�宣言��表昿Ì�美Ì¹地檣環

櫉�次世代í橋承Î�Ôöã取組�推進ÌÛ¹óÎ�温室効果�$ã俫出疁削減ù�資源循環

àý�俩棄物ã減疁ßÞ�町Á行»環櫉施策àä�地域住昰ù地元企櫤ã櫄疄Á必甮不可欠Ü

·ÿ�地域à¿¹Û多暪ß主体Á疵橂�櫄佩ÌÛ¹ÄÈÝÜ環櫉活佪�活性化ÊÐÛ¹Ä必甮Á

·ÿóÎ� 

ÌÀÌßÁþ�佒町à¿¹Û÷�少子高疥化Á進行ÌÛ人口Á減少樳向Ýß�見込ôÜ·ÿ�

地域ã�ミュニ1�ù活佪ã担¹手ã維持ä�地域住昰ÕÆÜä解決Á侫ÌÄßÿÙÙ·ÿóÎ�

óÔ�社会情勢ã変化ùÒ�à伴»住昰ã価値観�生活暪式ã変化àýÿ�地域à¿Æ��人Ý

人���人Ý事櫤者�ãÙßÁÿÁ希伎Ýßÿ�地域自体ã存続Á危ëó�Û¹óÎ� 

ÈãÈÝÀþ�地域�環櫉ã分晭�政策ã柱ÝÌÛ位置ÚÆ�地域住昰ù地元企櫤何Ý疵橂�

図ÿßÁþ�行政ÝÌÛ÷主体的ß取組�ýÿ一層推進ÌÛ¹ÄÈÝÝÌóÎ� 

 

＜安全安心を支える取組の着実な推進＞ 

曪災ã分晭Üä�櫽俇�集中豪雨ù大地震ßÞ�大Âß自然災害àý�被害Á侶曽各地Ü発

生Ì�橝甚�頻発化Î�災害à対ÌÛ早檜ß取組Á檟öþ�Û¹óÎ�佒町à¿¹Û÷�平成 30

（2018）俇７月ã豪雨Ü�河川ã氾畋ù広範囲ã斜晋暻畅ßÞàýÿ�併疼ßÞã公櫂施設Õ

ÆÜßÄ�住家ßÞã昰暊地à÷大Âß被害Á発生ÌóÌÔ�災害ã復檪äÎÜà完異ÌÛ¹ó

ÎÁ�今後ã自然災害àý�被害�曪止�橔減Î�Ôö�引Â続Â災害対策�進ö�必甮Á·ÿ

óÎ� 

曪犯ã分晭Üä�櫽俇ã橹術革新�悪枮ÌÔ犯罪手口ã櫃悪化�巧昮化Á全国的à進õÝÝ

÷à�情暶伝達橹術ã発展à伴ØÛ�若者Á加害者ÝÌÛ犯罪à巻Â込ó����$Á増加ÌÛ

¹óÎ�住昰�犯罪被害Àþ守�Ôö�地域Å�ôã曪犯疄櫋化Ý�犯罪电止ã取組Á必甮ÜÎ� 

óÔ�
ン��3調査à¿¹Û÷�多Äã人Á�災害対策��曪犯�ã取組�重甮伵Á高¹Ý回佖

ÌÛ¿ÿ�住昰ã安全安心à対Î�ニ�%ã高óÿÁ伺½óÎ�ÈãÈÝÀþ�安全安心ã分晭

�侂畞ÌÔ政策ã柱ÝÌÛ位置ÚÆ�行政Ý住昰ã晱割�整畔ÌÙÙ�一体的à推進ÌÛ¹ÄÈ

ÝÝÌóÎ�  
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第３編 基曽構想 
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１．まちの将来像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みんなの「暮 

＜将来像を実現するための基本的な方向性＞ 

多Äã住昰Á府中町ä暮þÌùÎ¹Ý感ÍÛ¹�ÈÝä�大Âß櫋ôÜÎ�óÖã将甿像�実現Î

�Ôöàä�Èã櫋ô�活ÀÌ�佒町ã暮þÌ心地ãýÊà今後÷Êþß�昂Â�ÀÆÛ¹ÄÈÝÁ必

甮ÜÎ�一曀Ü�人口減少ù少子高疥化�災害ã橝甚化�2#*ル橹術ã進展�äÍöÝÌÔ社会情勢

ã変化àýÿ�人々Á何à暮þÌ心地ãýÊ�感Í�Àä変化Ì�多暪化ÌÛ¹óÎ� 

ÒãÔö�社会ã移ÿ変�ÿà柔侪à対応ÌÙÙ�住昰一人çÝÿà寄ÿ添ØÔ政策�展開Î�ÈÝ

Ü��暮þÌÔ¹�ÏØÝ暮þÌ続ÆÔ¹�óÖÚÄÿ�着実à進öÛ¹ÂóÎ� 

『どのように暮らしたいと願うかは、 

それでも府中町なら、どんな 

そんなまちが実現できるよう、住民 

「暮らし」に対する願いや希望を一人 

かなうまち 

ま ち の 将 来 像 
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＜まちづくりを進めるための６つの柱＞ 

住昰à寄ÿ添»政策�展開Î�Ôöàä�óÖ�構成Î�ÊóËóß甮素à着晛Ì�多角的ß視点

ÜóÖÚÄÿ�進ö�ÈÝÁ重甮ÜÎ�一曀Ü�橑画的àóÖÚÄÿ�進ö�Ôöàä�政策分晭�大

óÀà分疕Ì�分晭ÉÝà政策ã曀向性ù晛標�定ö�取組ã成果�確便ÌÛ¹Ä必甮Á·ÿóÎ�Ò

ÈÜ�È�óÜã政策ù今後ã課題�佡ó½��福祉�子育Û�健康��櫑育�文化��地域�環櫉��安全安

心��生活基盤��自治�行政�ã６Ùã分晭��第５次総合橑画à¿Æ�政策ã柱ÝÌóÌÔ� 

６Ùã政策分晭ã»Ö��福祉�子育Û�健康��櫑育�文化��地域�環櫉��安全安心��生活基盤�ã５

分晭àÙ¹Ûä�各分晭Üã政策àýÿ実現�晛指Î�暮þÌ�ã1�マ�基曽晛標ÝÌÛ設定ÌóÎ�

óÔ��自治�行政�ã分晭Üä�各分晭à¿Æ�取組�横断的à支½�ÈÝ�晛標ÝÌóÎ� 

らしたい」が 
あきふちゅう 
年齢や背景、時代によってさまざま。 

「暮らしたい」もかなえられる。』 

・事業者・行政が手を取り合うことで、 

ひとりがかなえられるようなまちを目指します。 



第３編 基本構想 

36 

２．基本目標 
 

 

 

 

 

 

● 俇疥ù障Á¹何à関樲ßÄÊóËóß人ÁÝ÷à支½·¹�社会à参加Î�ÈÝÜ�ÎîÛã

住昰Á健ùÀÜ心曎Àà暮þÐ�óÖÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

● 家庭Ý地域�行政Á手�取ÿ合¹�次世代�担»子Þ÷�若者Á幸福ß暮þÌã中Ü成長Ì�自

þã人生�決定ÌÛ生ÂÛ¹Æ�環櫉�確保ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

● 次世代�担»子Þ÷ÔÖÁ昣甿ã社会ã創ÿ手Ýß��ý»�生Â�疄�育õ学校櫑育ã充実

�図ÿóÎ� 

● 疧史�文化�橗術�$ポ�/何à¹ÙÜ÷身櫽à触��親Ìô�ÎîÛã人Á生涯�通ÍÛ学è

続Æ�ÈÝÁÜÂ�環櫉ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

● 学校�家庭�地域Á疵橂�櫄佩Î�ÈÝÜ��ミュニ1�ã循環�生ô出ÌóÎ� 

● 誰÷Á安全安心à学è�集»ÈÝãÜÂ�質ã高¹櫑育環櫉�整備ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

● 住昰佫士ãÙßÁÿ�深ö�地域Ü支½·»ÈÝãÜÂ�環櫉ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

● 住昰�事櫤者�行政Á疄�合�ÐÛ工夫Î�ÈÝÜ�óÖã昤疄Ý侲�¹�創出ÌóÎ� 

● 美ÌÄ樽ô曎Àß環櫉�次世代à橋承Î�Ôö�地域Ýã櫄佩àýÿ持続可俕ß環櫉ã保全Ý

創造à取ÿ組ôóÎ�  

ともに支えあい 健やかに 「暮らしたい」 
[福祉・子育て・健康] 

基本目標１ 

ともに学び 今も未来も幸せに 「暮らしたい」 
[教育・文化] 

基本目標２ 

つながりを深め 豊かに 「暮らしたい」 
[地域・環境] 

基本目標３ 
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● 今後発生Á暚想Ê��大橪晎ß自然災害à備½�自助�櫂助�公助àýÿ被害�最小限à电½�

災害àý�橼牲者�出Êß¹体制ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

● 自然災害�昣然à曪止Î�Ôöã対策�着実à実施Î�ÈÝÜ�災害à櫋¹óÖÚÄÿ�推進

ÌóÎ� 

● 檝檜需甮ã増加à対応Î�ÝÝ÷à�火災ù多暪化Î�犯罪Àþ住昰�守�ÈÝÜ�誰÷Á安

心ÌÛ暮þÐ�安全ßóÖÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

● �ンパ�3ß佒町ã佽徴�活ÀÌ�細部óÜ行Â侉¹Ô心地ý¹住環櫉ã整備�推進ÌóÎ� 

● 估市基盤ã着実ß整備Ý適正ß維持管畔�推進Ì�ýÿ便畏Ü暮þÌùÎ¹估市樑間�創出Ì

óÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

● 質ã高¹行政 �ビ$ã提檽ùóÖã昤疄向上ßÞ�通ÍÛ�ÎîÛã世代Á�暮þÌ続ÆÔ

¹��晠ØÛÂÔ¹��暮þÌÛôÔ¹�Ý感Íþ��óÖÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

● 安定的Ü効畝的ß自治体運営�行»ÝÝ÷à�住昰ã暮þÌà寄ÿ添¹�将甿à�ÔØÛ支½

続Æ�ÈÝÁÜÂ�行政�確畞ÌóÎ�  

安全なまちで 安心して 「暮らしたい」 
[安全安心] 

基本目標４ 

いつも心地よく 便利に 「暮らしたい」 
[生活基盤] 

基本目標５ 

みんなの 「暮らしたい」 を支える 
[自治・行政] 

基本目標６ 
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３．将来人口の推計 
佒町ã人口ä�平成２（1990）俇ã国勢調査Ü５昝人�侇俣ÌÛ以甿�現在÷５昝人橪晎�維

持ÌÛ¹óÎ�一曀Ü�疖痕４（2022）俇４月ã住昰基曽台帳人口52,935人以降ä�減少樳向

Ýßÿ�疖痕７（2025）俇４月Üä52,014 人ÝßØÛ¹óÎ� 

Èãý»ß状櫓ã÷Ý�第５次総合橑画Üä�ô�ßã�暮þÌÔ¹�ÁÀß»óÖ ·ÂêÖú

»�ã実現à向Æ�佽色·�óÖÚÄÿ�積櫧的à展開Î�ÈÝÜ�地域ã活性化檘è人口橪晎

ã維持�図ÿóÎ� 

 

＜目標年次における人口フレーム＞ 

佒町Üä�人口減少櫥晋à¿¹Û÷�曽橑画à基ÚÄ取組何àýÿ減少幅Á电½þ��÷ãÝ

ÌÛ�晛標俇次Ü·�疖痕１７（2035）俇à¿Æ�人口フレ�ム（推橑人口）�次ãÝ¿ÿ設定Ì

óÎ� 

 

 

 

 

 

＜５年ごとの人口フレームと内訳＞ 

 疖痕２（2020）年 疖痕７（2025）年 疖痕１２（2030）年 疖痕１７（2035）年 

人 口 52,047人 52,014人 51,900人 51,500人 

俇少人口 

（0～14歳） 
7,574人 7,454人 7,200人 7,100人 

生産俇疥人口 

（15～64歳） 
31,776人 31,496人 31,100人 30,300人 

痊俇人口 

（６５歳～） 
12,697人 13,064人 13,600人 14,100人 

※疖痕２俇�疖痕７俇ä住昰基曽台帳４月１侶現在ã人口  

 

 

 

 

 

令和 17 年：51,500 人 
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橑画ã体橉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６ 

１ 

みんなの「暮らしたい」が 
【まちの将来像】 

ともに支えあい 健やかに 「暮らしたい」 

基本目標 

（１）まち全体で支えあえる体制をつくる （３）健やかに暮らし続けられる 
環境をつくる ➀ 全世代に対する相談支援・生活支援の 

充実と居場所づくり 
② 高齢者福祉の充実 
③ 障がい者福祉の充実 

➀ ライフステージに応じた健康づくり 

（２）こども・若者の成長を支える  
➀ こども・若者の健やかな成長を支える 

環境づくり 
② 子育て家庭を支える環境づくり 

 

２ 

ともに学び 今も未来も幸せに 「暮らしたい」 
（１）「生きる力」を育む学校をつくる （４）まちの文化財を次世代へつなげる 

➀ 「確かな学力」の育成 
② 「豊かな心」と「健やかな体」の育成 

➀ 歴史を身近に感じる機会の創出と 
文化財の適切な保存・活用 

（２）生涯を通じ学び続けられる 
環境をつくる 

（５）安心して学びあえる教育環境をつくる 
➀ 教育施設・設備の整備 
② 教育体制の充実 ➀ 生活に彩りを浯える学びの環境づくり 

② スポーツに親しむ環境づくり 

（３）学校を中心とした 
コミュニティの輪を広げる 

 

➀ コミュニティ・スクールと 
地域学校協働活動の一体的推進 

 

 
みんなの 「暮らしたい」 を支える 

（１）魅力的で暮らしたくなるまちをつくる （２）暮らしに寄り添える体制をつくる 
➀ 地域ブランド力の向上と発信 
② 平和行政の展開 

① 総合的なまちづくりの推進 
② デジタルトランスフォーメーション

（DX）による行政サービスの向上 
③ 広報広聴の充実 

【福祉・子育て・健康】 

【教育・文化】 

P43～ 

P51～ 

P85～ 

【自治・行政】 
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Pw,, 

 

 

 

 

 

 

  

かなうまち あきふちゅう 

３ 

つながりを深め 豊かに 「暮らしたい」 
（１）地域のさまざまなつながりを支える （２）豊かで持続可能な環境をつくる 

➀ 地域コミュニティの活性化 
② 商工業の活性化 
③ 人権の尊重と男女共同参画社会の推進 

➀ ゼロカーボンシティの実現 
② 豊かな自洗環境との共生 
③ 循環型社会の形成 
④ 地域協働による環境づくりの推進 
⑤ 快適で質の高い生活環境の保全 

4 
安全なまちで 安心して 「暮らしたい」 
（１）災害に強いまちをつくる （３）安心して暮らせる消防体制をつくる 

➀ 防淿体制の充実・強化 
② 市街地の土砂淿害・地震対策 
③ 市街地の浌水対策 

➀ 淹淿予防体制の充実・強化 
② 浏防体制の充実・強化 
③ 救急体制の充実・強化 

（２）安全に暮らせる地域づくりを支える  
➀ 地域防淿力の向上 
② 地域安全活動の推進 

 

5 
いつも心地よく 便利に 「暮らしたい」 
（１）快適さを感じる都市空間をつくる （３）便利で暮らしやすい住環境をつくる 

➀ 集約型都市構造の形成 
② 移動の円涫化 

➀ 生活基盤施設の保全 
② 生活道路の整備 
③ 快適な住まいづくりの促進 

（２）暮らし心地を高める都市基盤をつくる  
① 計画的な都市施設の整備 
② 公園の充実 

 

基本目標 

（３）ずっと暮らし続けられる行財政基盤をつくる 
➀ 財政基盤の安定化 
② 公共施設の適切な管理 
③ 公有財産の有効活用 

④ 持続可能性を高める職員づくり・組織づくり 

 

P63～ 

P69～ 

P77～ 

【地域・環境】 

【安全安心】 

【生活基盤】 
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計
画
の
体
系 

基曽晛標１ Ý÷à支½·¹ 健ùÀà �暮þÌÔ¹� 

 

基本目標 １ 
【福祉・子育て・健康】 

 

 

ともに支えあい 健やかに 
「暮らしたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策 ぺージ 

（１）まち全体で支えあえる体制をつくる 44 

（２）こども・若者の成長を支える 46 

（３）健やかに暮らし続けられる環境をつくる 48 

  

  

※�ラ$3ラフ 
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基本施策（１） まち全体で支えあえる体制をつくる 

まち全体で支えあえる体制をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

住昰ã暽½�生活課題ä�俇疥�性別�国籍ßÞã属性ù�

生活困檥�障Á¹�介護�家族構成ßÞã状櫓àýØÛ異ß

ÿóÎ�誰÷Á安心ÌÛ相談ÜÂ�心安þÇ�場所�確保

Î�Ôö�住昰�行政�関樲機関Á櫄佩ÌÛ�暴括的ß支援

体制�構築ÌóÎ� 

誰÷Á社会参加ÜÂ�住ô慣�Ô地域Ü自分þÌÄ心曎

Àà暮þÐ�環櫉ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 全世代に対する相談支援・生活支援の充実と居場所づくり 

② 高齢者福祉の充実 

③ 障がい者福祉の充実 
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ま
ち
全
体
で
支
え
あ
え
る
体
制
を
つ
く
る 

 

単位施策ã方向性 

➀ 全世代に対する相談支援・生活支援の充実と居場所づくり 

 住昰ù地域Á暽½�複雑�複合化ÌÔ課

題à対Ì�高疥者�子Þ÷�障Á¹者�生活

困檥者ßÞ�各分晭Á÷Ù支援体制�相

互à疵橂ÊÐ�ÈÝÜ�暴括的à支援Ü

Â�体制�構築ÌóÎ� 

 相談支援関樲機関Ý町Á相互à支援侜

暣何�櫂暊Î�ÈÝÜ�住昰Àþã相談

à適切à対応Ì�必甮ß支援à橌Çþ�

�環櫉�整備ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 相談Àþ支援à繋ÁØÔ人ã割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 91.6％ 100％ 100％ 

 

② 高齢者福祉の充実 

 高疥者ÁÜÂ�ÕÆ住ô慣�Ô地域Ü自

畞ÌÔ生活�送ÿ�¹ÙóÜ÷元橢à暮

þÐ�ý»�介護暚曪ã充実�図ÿóÎ� 

 高疥者ÁÊóËóß分晭Ü生ÂÁ¹�感

Íþ��ý»�高疥者ã社会参加ù元橢

ÚÄÿàÙßÁ�取組�支援ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 地域活動等à自主的à参加Î�高疥者ã割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 30.9% 45.0% 50.0% 

 

③ 障がい者福祉の充実 

 障Á¹者ÝÒã家族Á住ô慣�Ô地域Ü

暮þÌ続Æþ��ý»�各種福祉 �ビ

$ã充実�図ÿóÎ� 

 障Á¹者Á地域ã中Ü自分þÌÄ社会参

加ÜÂ�ý»�外出支援ã充実�図ÿó

Î� 

＜単位施策指標＞ 

〇 外出ù余暇活動等àýÿ社会参加�Î� 

障Á¹者ã人数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 153人 168人 176人 
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基本施策（２） こども・若者の成長を支える 

こども・若者の成長を支える 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

ÈÞ÷�若者ù子育Û家庭ßÞà対ÌÛ�Ò�Ó�ãラ�

フ$1�#à応ÍÔ支援�切�晛ßÄ提檽Î�ÈÝÜ�Ê

óËóß俰橄�÷ÙÈÞ÷�若者Á心身Ý÷à健ùÀà成

長Ì�主体的à活晵ÜÂ��ÈÞ÷ó�ßÀ�ã環櫉ÚÄÿ

�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ こども・若者の健やかな成長を支える環境づくり 

② 子育て家庭を支える環境づくり 
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こ
ど
も
・
若
者
の
成
長
を
支
え
る 

 

単位施策ã方向性 

① こども・若者の健やかな成長を支える環境づくり 

 ネ�ボラ&ン*�àý�情暶提檽ù困ÿ

ÉÝã聴Â取ÿßÞ�子育Û家庭ùÈÞ

÷�若者à対ÌÛ行政Àþ佩ÂÀÆ�行

¹�困侫�暽½�ÈÞ÷�若者�早期à発

見Ì�支援ÜÂ�環櫉ÚÄÿ�推進Ìó

Î� 

 支援Á必甮ßÈÞ÷�若者�子育Û佒事者

à対ÌÛ�ÈÞ÷家庭&ン*�Á一体的ß

相談支援�行¹�ÊóËóß分晭ã支援

侜暣�組ô合�ÐÔ� ポ�3プラン��

作成Î�ÈÝÜ�個別ã課題à応ÍÔ支

援体制�構築ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 Èã地域Ü今後÷子育Û�ÌÛ¹ÂÔ¹人ã 

割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 98.4% 99.0% 99.5% 

 

 

② 子育て家庭を支える環境づくり 

 仕事Ý子育Ûã畳畞ßÞ�多暪ß生活$

*�ルã子育Û家庭�支援Ì�ÎîÛã

子Þ÷ÔÖÁ心身Ý÷à健ùÀà暮þÐ

�環櫉ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 通園àýÿ家庭以外Ý関�ÿ�÷Ù 

未就園児ã割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 45.2% 47.7% 47.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
マ*ニ1�櫑室 1 歳 6À月検診 
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基本施策（３） 健やかに暮らし続けられる環境をつくる 

健やかに暮らし続けられる 
環境をつくる 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

生涯à¿¹Û�健ùÀà生活�送��ý»�住昰ã健康

意識ã向上Ý地域Üã自主的ß健康ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ ライフステージに応じた健康づくり 
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単位施策ã方向性 

① ライフステージに応じた健康づくり 

 住昰ã健康ÚÄÿãÂØÀÆÝß�ý

»��ベン3何Üã健康樶発à樲�取組�

充実ÊÐ�ÝÝ÷à�地域Üã自主的ß

健康ÚÄÿã機会�提檽ÌóÎ� 

 侷児期Àþ高疥期óÜã各世代ã健康課

題à応ÍÔ健康診査ù暚曪接種�実施Î

�ÈÝÜ�疾病ã早期発見ù暚曪�推進

ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 健康ÚÄÿíã参加人数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 2,251人 3,300人 4,300人 

 

 
 

  

健康マ�レ�#
プリ 健康応援団長�朝パ.権� 



基本目標１ ともに支えあい 健やかに 「暮らしたい」 

50 

 

■包括的支援体制（重層的支援体制）のイメージ図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自畞応援&ン*�（通称：Äþフレ） 福寿館(右側）Ýマ�+ハ�#ン�府中町ê�·¹ 

福祉&ン*�（左側） 
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基曽晛標２ Ý÷à学è 今÷昣甿÷幸Ðà �暮þÌÔ¹� 

 

基本目標 ２ 
【教育・文化】 

 

 

ともに学び 今も未来も幸せに 
「暮らしたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策 ぺージ 

（１）「生きる力」を育む学校をつくる 52 

（２）生浗を通じ学び続けられる環境をつくる 54 

（３）学校を中心としたコミュニティの輪を広げる 56 

（４）まちの文化財を次世代へつなげる 58 

（５）安心して学びあえる教育環境をつくる 60 

※�ラ$3ラフ 



基本目標２ ともに学び 今も未来も幸せに 「暮らしたい」 

52 

基本施策（１） 「生きる力」を育む学校をつくる 

「生きる力」を育む学校をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

次世代�担»子Þ÷ÔÖÁ�誰一人取ÿ残Ê�Ï�Òã

持ØÛ¹�可俕性ã伸長�晛指Ì�新Ì¹時代à檟öþ�

�資質�俕疄Á身à付Äý»�óÔ�曎Àß情操ù自己肯定

感�他者íã思¹ùÿ�申»ÈÝÁÜÂ�ý»�学校櫑育

ã充実à取ÿ組õÈÝÜ�昣甿ã社会ã創ÿ手Ýßÿ佺�

人材�育成ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 「確かな学力」の育成 

② 「豊かな心」と「健やかな体」の育成 
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単位施策ã方向性 

① 「確かな学力」の育成 

 櫑職員ã俕疄向上ù2#*ル橹術ã活枮

�äÍöÝÌÔ櫑育ã質ã向上Ý�学習

上ã困侫à応ÍÔ支援ã充実�図�ÈÝ

Ü�自分þÌÄ学è�Ý÷à高ö合»学è

�推進ÌóÎ� 

 児佲生伨Á侶常的à外国語à触��機

会�確保Î�ÈÝÜ�外国語àý��ミュ

ニ��"ョン俕疄向上�図ÿóÎ� 

 暡児櫑育�小学校櫑育�中学校櫑育Á疵

橂�接続Î�ÈÝÜ�児佲生伨ã発達段階

à応ÍÔÙßÁÿã·�学è�推進Ìó

Î� 

＜単位施策指標＞ 

〇 勉強Á好ÂÝ答½�児童生徒ã割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 小学校64.9％ 
県平均以上 県平均以上 

 中学校65.3％ 

 

 

② 「豊かな心」と「健やかな体」の育成 

 ÊóËóß活佪à主体的à取ÿ組ô�互

¹ã畾Êù可俕性�発揮ÌßÁþ�昳ù

晛標�実現Î�Ôöã疄�育成ÌóÎ� 

 外部専晦家àý�指佭ßÞ学校体育ã充

実�通ÍÛ�体�佪ÀÎÈÝÁ好Âß児

佲生伨�育成ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 将甿ã夢ù目標�持ØÛ¹�Ý答½� 

児童生徒ã割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 小学校85.5％ 
県平均以上 県平均以上 

 中学校68.9％ 

 

 

 

一人一台端昗àý�授櫤ã暪子  
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基本施策（２） 生浗を通じ学び続けられる環境をつくる 

生涯を通じ学び続けられる 
環境をつくる 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

人生１００俇時代�橘½�中�ÎîÛã人々Á 主体的à

学è�学�ÕÈÝ�櫑½合¹�Òã成果�地域à還元Î�

ÈÝàýÿ�地域ã��ルビ��ン�ã向上àÙßÁ�ý»�

文化ù橗術�$ポ�/何à¹ÙÜ÷身櫽à触��親Ìô�生

涯�通ÍÛ学è続Æ�ÈÝÁÜÂ�生涯学習�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 生活に彩りを浯える学びの環境づくり 

② スポーツに親しむ環境づくり 
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単位施策ã方向性 

➀ 生活に彩りを浯える学びの環境づくり 

 住昰ã交畣ù学習ã檰点Ü·�公昰館à

¿¹Û�施設ã貸Ì出ÌßÞàýÿ地域

Üã自主的ß活佪�支援Ì�講座ù�ベ

ン3ã開催àýÿ活佪ã成果�地域í還

元ÌóÎ� 

 住昰ã学習�侃書意甶à応½�Ôö�町

畞図書館à¿¹Û�畏枮者ニ�%à合�

ÐÔ資當ã充実Ý�畏便性ã向上�図ÿ

óÎ� 

 住昰ã家庭櫑育�支援Î�Ôö�町侜Ü

家庭櫑育講座ßÞ�開催Î�担¹手ã申

成�推進ÌóÎ� 

 町侜Ü橗術�文化活佪�行»団体à対Ì

Û�発表機会ã提檽ù活佪ã支援�行»

ÈÝÜ�橗術�文化活佪�推進ÌóÎ� 

 橗術�文化�ベン3ã開催何�各分晭ã専

晦家ã知見�取ÿ侸�ßÁþ�住昰Á橗

術ù文化à触�合½�機会�創出Ìó

Î� 

＜単位施策指標＞ 

〇 公民館�図書館畏用者数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 120,284人 125,400人 130,000人 

 

 

② スポーツに親しむ環境づくり 

 住昰�学校�地域団体ãÙßÁÿ�構築Î

�ÝÝ÷à�$ポ�/団体ùプロ$ポ�/

,�ムÝã疵橂�櫋化Î�ÈÝÜ�地域

$ポ�/ã活性化Ý愛着ã醸成�図ÿó

Î� 

 誰÷Á楽Ìö�$ポ�/ã普檘ßÞàý

ÿ�性別ù俇疥�障Á¹ã暊昴�国籍ßÞ

�晣�Ï誰÷Á$ポ�/à親Ìô続Æþ

��環櫉�構築ÌóÎ� 

 社会体育施設�適切à管畔Ì暊効活枮Ì

Û¹ÄÈÝÜ�誰÷Á$ポ�/�身櫽à

楽Ìö�環櫉ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 体育施設畏用者数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 449,338人 450,000人 451,000人 
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基本施策（３） 学校を中心としたコミュニティの輪を広げる 

学校を中心とした 
コミュニティの輪を広げる 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

学校�家庭�地域Á疵橂�櫄佩Î�ÈÝÜ�子Þ÷ÔÖã

学èã場Ü·�学校�中心à�地域ÜÙßÁÿ�関�ÿ�櫄

疄Ì�櫂感Ì�成長Î�Ý¹»�ミュニ1�ã循環�生ô出

Ì�人ÝóÖ全体ã��ルビ��ン�ã実現�図ÿóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 
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単位施策ã方向性 

➀ コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 

 研修会íã参加ßÞ�通ÍÛ��ミュニ1

��$��ルÝ地域学校櫄佩活佪ã担¹

手Á¿互¹à畔解�深ö�ÈÝÜ�取組

ã一体的ß推進�図ÿóÎ� 

 幅広¹層ã地域住昰ã参画�佺Û�学

校�家庭�地域Á疵橂�櫄佩ÌÔ学校ÚÄ

ÿ�地域ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 自分ã住�Ü¹�地域ãÈÝÁ好ÂÝ答½� 

児童生徒ã割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 小学校96.2％ 
県平均以上 県平均以上 

 中学校89.3％ 

 

 

■コミュニティ・スクールと地域学校共同活動の関係性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省パンフレ.3�È�Àþã学校Ý地域 �ミュニ1��$��ルÝ地域学校櫄佩活佪� 
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基本施策（４） まちの文化財を次世代へつなげる 

まちの文化財を次世代へつなげる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

�êÖú»ã暸�Ü·�文化財�佽àä国ã史跡指定�受

ÆÔ�下岡传官衙遺跡�àÙ¹Û�保存à樲�最適ß取組�

実行Î�ÝÝ÷à�曽史跡à親Ìô学ë場ã提檽�図ÿ�

人々Á集»ÈÝÜê�ÊÝíã誇ÿÝ愛着�育ô�次世代

í橋承ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 歴史を身近に感じる機会の創出と文化財の適切な保存・活用 
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単位施策ã方向性 

➀ 歴史を身近に感じる機会の創出と文化財の適切な保存・活用 

 疧史ù文化à関Î�企画展ù講座ßÞ�

開催Î�ÈÝÜ�住昰Á疧史ù文化à橢

橔à触��親Ìô学ë場�提檽ÌóÎ� 

 下岡传官衙遺跡ã遺跡調査�橋続ÌÛ行

»ÝÝ÷à�整備�活枮à関Î�橑画策定

�進ö�遺跡ã保存Ý活枮�推進ÌóÎ� 

 êÖú»ã疧史ù昰俗à関Î�町侜文化

財�適切ß曀曂Ü保存Ì�後世à橋承Ì

óÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 疧史�文化財à関Î�啓発活動回数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 23回 33回 38回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＲàý�安橗駅家（·Âã»óù）ã再現ＣＧ  

下岡传官衙遺跡発樛時ã状櫓 下岡传官衙遺跡ã出伶品 
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基本施策（５） 安心して学びあえる教育環境をつくる 

安心して学びあえる教育環境をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

子Þ÷ÔÖÁ学è生活Î�場Ü·�学校施設ã橑画的

ß改修Ý�地域ã生涯学習檰点Ýß�社会櫑育施設ã整備

�行»ÈÝÜ�安全�安心ß櫑育環櫉�整½�ÝÝ÷à�脱

炭素化ùバリ
フリ�化�推進ÌóÎ� 

ýÿý¹学校櫑育ã実現à向ÆÛ�多暪ß櫑育ニ�%à

応ÍÔ櫑育支援体制ã充実�図�ÝÝ÷à�櫑職員ã�佩

ÂùÎÊ�Ý�佩ÂÁ¹�Á畳畞ÜÂ�環櫉ÚÄÿ�推進Ì

óÎ� 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 教育施設・設備の整備 

② 教育体制の充実 
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単位施策ã方向性 

➀ 教育施設・設備の整備 

 学校施設ã橑画的ß修繕�改修ù暚曪保

全的ß維持管畔�行»ÝÝ÷à�樑調ã

設置ùバリ
フリ�化�進ö�児佲生伨

Á快適ß学校生活�送�ÈÝÁÜÂ�環

櫉�整備ÌóÎ� 

 社会櫑育施設�橑画的à整備Ì�住昰Á

安心ÌÛ集¹�学ëÈÝÁÜÂ�環櫉�

提檽ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 整備件数（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― ９件 ※ 

 ※施設ã痊檞化状櫓何�佡ó½�中間見直Ìà¿¹Û設定 

 

 

② 教育体制の充実 

 $��ル��ン&ラ�何ã俳置ù櫑育支

援&ン*�ã体制整備àýÿ�児佲生伨

一人çÝÿ�大切àÎ�櫑育�充実Ìó

Î� 

 学校櫤昲ã効畝化ßÞ執昲環櫉ã改善

à取ÿ組ô�櫑職員ã�佩ÂùÎÊ�Ý�佩

ÂÁ¹�ã畳畞�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 学校à行Äãä楽Ì¹Ý答½�児童生徒ã割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 小学校89.6％ 
県平均以上 県平均以上 

 中学校90.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新設Ê�Ô�レベ�*�（府中佈小学校） 部活佪指佭員àý�部活佪指佭ã暪子 
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疧史昰俗資當館（府中公昰館侜） 府中公昰館 

府中侨公昰館 府中侨公昰館（改築�メ�#図※） 

※基曽設橑（疖痕8俇 1月時点）à¿Æ��メ�#図 
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境
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基曽晛標３ ÙßÁÿ�深ö 曎Àà �暮þÌÔ¹� 

 

基本目標 ３ 
【地域・環境】 

 

 

つながりを浪め 豊かに 
「暮らしたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策 ぺージ 

（１）地域のさまざまなつながりを支える 64 

（２）豊かで持続可能な環境をつくる 66 

  

  

  

※�ラ$3ラフ 
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基本施策（１） 地域のさまざまなつながりを支える 

地域のさまざまなつながりを支える 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

誰÷Á互¹à人権�尊重Ì�地域ã中Ü曎Àà暮þÐ�

ý»�地域à¿Æ�人Ý人Ýã関�ÿ曀ã変化�佡ó½Ù

Ù�住昰�事櫤者�行政Á相互à疵橂�櫄佩ÜÂ�仕組ô�

構築Ì�地域全体ã活性化�図ÿóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 地域コミュニティの活性化 

② 商工業の活性化 

③ 人権の尊重と男女共同参画社会の推進 

 

 
 

  



 

【地域・環境】 

65 

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
支
え
る 

 

単位施策ã方向性 

➀ 地域コミュニティの活性化 

 地域住昰ã交畣�活佪��ミュニ1�ã場

�提檽Î�ÝÝ÷à�住昰�行政ã疵橂à

ý�地域課題ã解決Ý活性化�推進Ìó

Î� 

 町侜会ã�ベン3開催ù加侸促進ßÞ�

支援Î�ÈÝÜ�住昰ã自主性�尊重Ì

ÙÙ�地域Ý行政ã疵橂�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 町内会加入促進ã�ベン3満足度 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 � 85% 90% 

 

 

② 商工業の活性化 

 2#*ルマ.プßÞàý�情暶発信ù�

ベン3ã開催�通ÍÛ�地元企櫤ù商工

会�観光櫄会ßÞã関樲団体Á疵橂Î�

ÈÝÜ�地域Üã一体的ß活性化�図ÿ

óÎ� 

 事櫤者支援ßÞ�通ÍÛ�地元中小企櫤

ã活性化�図ÿóÎ� 

 地域ã活疄àÙßÁ�企櫤ã暓致àÙ¹

Û調査研檤ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 町内事業者ã�ベン3出展件数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 25件 31 件 36件 

 

 

③ 人権の尊重と男女共同参画社会の推進 

 ヒュ�マンフ�$*ßÞã�ベン3何�通

ÍÛ人権意識ã普檘�樶発�行¹�住昰

ã人権意識�高ö�ÈÝÜ�一人çÝÿ

ã人権Á尊重Ê��óÖÚÄÿ�推進Ì

óÎ� 

 講演会ßÞã�ベン3何Üã普檘�樶発活

佪�通ÍÛ�性別à関�ÿßÄ�一人çÝ

ÿã個性�尊重Ì�個人ã俕疄�十分à

発揮ÜÂ�男女櫂佫参画社会ã実現�

晛指ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 啓発活動ã参加者数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 7,265人 7,800人 7,800人 
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基本施策（２） 豊かで持続可能な環境をつくる 

豊かで持続可能な環境をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

人々ã生活�地域橊済�óÖã自然�Ò�Ó�Á支½·

¹バラン$�保ÖßÁþ櫂生Ì�美ÌÄ樽ô曎Àß環櫉�

次世代à橋承ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ ゼロカーボンシティの実現 

② 豊かな自洗環境との共生 

③ 循環型社会の形成 

④ 地域協働による環境づくりの推進 

⑤ 快適で質の高い生活環境の保全 
 

  



 

【地域・環境】 
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豊
か
で
持
続
可
能
な
環
境
を
つ
く
る 

 

単位施策ã方向性 

➀ ゼロカーボンシティの実現 

 住昰ù事櫤者Á行»省�ネル��対策ù

再生可俕�ネル��ã佭侸�支援Î�È

ÝÜ�温室効果�$俫出疁ã削減à向Æ

Ô取組�推進ÌóÎ� 

 町ã事昲事櫤à伴»温室効果�$俫出疁

ã削減ãÔö�公櫂施設ã省�ネル��

性俕ã向上�図ÿóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 温室効果�$排出疁削減畝 

 現状値 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 22.6%（W4） 46.0% 60.0% 

 

 

② 豊かな自洗環境との共生 

 伶砂災害ã曪止ù侭酸化炭素ã檙収Ý

¹ØÔ森疈Á÷Ù公益的機俕�維持�保

全Î�Ôö�森疈整備Ý適正管畔àýÿ�

森疈ã再生�図ÿóÎ� 

 自然àê�·»橀¹ã場ÝÌÛ�水分櫊

森疈公園ã安全Ü快適ß公園畏枮�推

進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 水分峡森疈公園甿園者数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 83,694人 87,000人 90,000人 

 

 

③ 循環型社会の形成 

 住昰�事櫤者�行政ã櫄佩ã÷Ý�分別�リ

 ��ル�進ö�ÈÝÜ�Éôã大幅ß減

疁化�推進ÌóÎ� 

 誰÷ÁÉôãÈÝÜ困þß¹�住ôý¹

óÖà向ÆÛ�持続可俕Ü安定ÌÔÉô

ã収集�運搬�処畔体制�構築ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 一人一日·ÔÿãÉôã排出疁 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 736m 716ｇ 702ｇ 
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④ 地域協働による環境づくりの推進 

 óÖã清掃�美化活佪ßÞ�地域Üã環

櫉保全活佪�促進Î�ÈÝÜ�美Ì¹ó

Ößô�樻成ÌóÎ� 

 環櫉櫑育ù環櫉学習�充実ÊÐ�取組ã

疍�広Ç�ÈÝÜ�環櫉活佪ã活性化�

図ÿóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 環境ボラン1�
ã団体数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 20 団体 25団体 30団体 

 

 

⑤ 快適で質の高い生活環境の保全 

 大橢�水質何ã状櫓�橋続的à俜握Ì�

生活環櫉ã悪化�昣然à曪止ÌóÎ� 

 公櫂下水併�整備Ì�維持管畔ÌÛ¹Ä

ÈÝÜ�生活環櫉ã向上Ý公櫂枮水域ã

水質保全�図ÿóÎ� 

 関樲機関Ý疵橂Ì�安全Ü安定ÌÔ水ã

檽檩�確保ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 水洗化畝 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 94.8% 96.0% 97.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住昰ã環櫉美化活佪  
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地
域
協
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ま
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基曽晛標４ 安全ßóÖÜ 安心ÌÛ �暮þÌÔ¹� 

 

基本目標 ４ 
【安全安心】 

 

 

安全なまちで 安心して 
「暮らしたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策 ぺージ 

（１）淿害に強いまちをつくる 70 

（２）安全に暮らせる地域づくりを支える 72 

（３）安心して暮らせる浏防体制をつくる 74 
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基本施策（１） 淿害に強いまちをつくる 

災害に強いまちをつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

大橪晎自然災害à備½�曪災対策�着実à講Í�ÈÝÜ�

災害ã発生�电制Î�ÝÝ÷à�災害発生後ã被害Á最小

限Ýß�ý»�災害à櫋¹óÖÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 防淿体制の充実・強化 

② 市街地の土砂淿害・地震対策 

③ 市街地の浌水対策 

 

 
 

  



 

【安全安心】 
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淿
害
に
強
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ち
を
つ
く
る 

 

単位施策ã方向性 

➀ 防淿体制の充実・強化 

 櫽俇ã災害Ü佺þ�Ô知見�佡ó½�備

蓄物資ã改善�充実�進ö�曪災疄ã一

層ã向上�図ÿóÎ� 

 避侫施設ã機俕櫋化�図ÿ�住昰Á安心

ÌÛ避侫ÜÂ�環櫉�提檽ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 備蓄品ã計画数疁à対Î�充足畝 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 90.9% 100% 

 

 

② 市街地の土砂淿害・地震対策 

 家屋�宅地何íã災害対策�支援Î�È

ÝÜ�災害発生時ã被害低減Ý侭次被害

ã曪止�推進ÌóÎ� 

 地域ã櫄疄�佺ßÁþ�住家íã被害Á

想定Ê��檜樳斜地íã対策�進ö�災

害�昣然à曪止ÌóÎ� 

 事前曪災対策Ü·�砂曪堰堤ßÞã伶

砂災害曪止施設àÙ¹Û�県Ý疵橂�図

ÿ�着実à整備�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 災害対策�実施ÌÔ箇所数（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 8 箇所 10箇所 

 

 

③ 市街地の浌水対策 

 雨水俫水施設�適切à管畔Ì�健全性�

保ÙÈÝÜ�市街地�浸水被害Àþ守ÿ

óÎ� 

 曪災重点Ôö池�適切à管畔Î�ÈÝ

Ü�豪雨ù地震時à¿Æ�Ôö池ã決壊

何�曪止ÌóÎ� 

 一檧河川àÙ¹Û�管畔者Ü·�県Ý疵

橂�図ÿ�河川改修ù浚渫ßÞã氾畋曪

止対策�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 浸水被害対象家屋数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 0 戸 0 戸 0 戸 
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基本施策（２） 安全に暮らせる地域づくりを支える 

安全に暮らせる地域づくりを支える 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

住昰�関樲団体�事櫤者�行政Á疵橂Ì�常侶頃Àþ顔ã

見½�関樲�構築Î�ÈÝÜ�自助�櫂助�公助àý�安全

安心ß地域ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 地域防淿力の向上 

② 地域安全活動の推進 
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単位施策ã方向性 

➀ 地域防淿力の向上 

 自主曪災組織ã活佪ù曪災士ßÞã担

¹手育成�支援Î�ÈÝÜ�地域à¿Æ

�曪災活佪ã充実�図ÿóÎ� 

 自主曪災組織ù曪災士Ý行政Á疵橂Ì�

曪災意識ã樶発ù樫疲�実施Î�ÈÝ

Ü�住昰ã曪災�減災à関Î�知識ã向

上�図ÿóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 防災士Ý疵携ÌÛ実施Î�活動回数（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 25回 50回 

 

 

② 地域安全活動の推進 

 交通安全対策ù曪犯対策�住昰�関樲団

体�行政Á疵橂ÌÛ推進Î�ÈÝÜ�事故

ù犯罪�昣然à曪Å地域ÚÄÿ�推進Ì

óÎ� 

 安全Ü安心ß消費生活�実現Î�Ôö�

地域Üã見守ÿネ.3ワ��ÚÄÿù樶発

活佪�äÍöÝÌÔ消費者行政�推進Ì

óÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 啓発活動参加者数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 397人 491人 560人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合曪災樫疲（樑城山公園） 伬下校ã見守ÿ活佪 



基本目標４ 安全なまちで 安心して 「暮らしたい」 

74 

基本施策（３） 安心して暮らせる浏防体制をつくる 

安心して暮らせる消防体制をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

災害ã橝甚化ù檝檜需甮ã増加ßÞ�社会ã変化à対応

ÌÔ消曪�檝檜体制�構築Î�ÝÝ÷à�地域Ý疵橂ÌÛ地

域全体ã火災暚曪体制Ý檝檜対応俕疄�櫋化Î�ÈÝÜ�

住昰Á安心ÌÛ暮þÐ�óÖÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 淹淿予防体制の充実・強化 

② 浏防体制の充実・強化 

③ 救急体制の充実・強化 
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単位施策ã方向性 

➀ 淹淿予防体制の充実・強化 

 出前講座ßÞ�通ÍÛ�住昰ã曪火意識

�向上ÊÐ�ÝÝ÷à�地域Üã火災暚

曪�推進ÌóÎ� 

 子Þ÷ÔÖíã曪火櫑育ßÞ�通ÍÛ�

昣甿ã曪火曪災�支½�人材育成�図ÿ

óÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 防火à関Î�啓発人数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 13,000人 20,000人 25,000人 

 

 

② 浏防体制の充実・強化 

 消曪�曪災活佪à必甮ß施設ù設備�橑

画的à整備Î�ÈÝÜ�消曪�曪災疄ã充

実�櫋化�図ÿóÎ� 

 複雑化�多暪化Î�火災ù災害à適切à

対処Î�Ôö�消曪隊員ãÊþß�専晦

知識ù橹術ã習佺�推進ÌóÎ� 

 消曪団Á将甿à�ÔØÛ地域曪災疄ã中

核ÝÌÛ晱割�発揮ÜÂ�ý»�装備ã

充実ù団員ã確保ßÞ�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 消防隊員ã訓疲回数（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 250回 500回 

 

 

③ 救急体制の充実・強化 

 檝檜檝显士�育成�確保Î�ÈÝÜ�檝檜

体制ã充実�櫋化�図ÿóÎ� 

 住昰íã檝檜講習ùＡＥＤã普檘樶発何

�通ÍÛ�檝檜搬送者ã檝显畝Ý住昰ã

檝檜対応俕疄ã向上�図ÿóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 救急救命士２名以上搭乗畝 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 74% 75%以上 75%以上 
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■防淿重洉ため池、河川、砂防堰堤 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

曪災備蓄倉庫（曪災広場）  
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基曽晛標５ ¹Ù÷心地ýÄ 便畏à �暮þÌÔ¹� 

 

基本目標 ５ 
【生活基盤】 

 

 

いつも心地よく 便利に 
「暮らしたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策 ぺージ 

（１）快適さを感じる都市空間をつくる 78 

（２）暮らし心地を高める都市基盤をつくる 80 

（３）便利で暮らしやすい住環境をつくる 82 

  

  

※�ラ$3ラフ 



基本目標５ いつも心地よく 便利に 「暮らしたい」 
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基本施策（１） 快適さを感じる都市空間をつくる 

快適さを感じる都市空間をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

óÖã佽徴Ü·��ンパ�3ÊÝ交通ネ.3ワ��ã畏

便性�将甿à�ÔØÛ持続ÊÐ�誰÷Á快適Ü暮þÌùÎ

¹估市樑間�樻成ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 集約型都市構造の形成 

② 移動の円涫化 

 

 

 
 

  



 

【生活基盤】 
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快
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る
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を
つ
く
る 

 

単位施策ã方向性 

➀ 集約型都市構造の形成 

 人口減少社会à¿¹Û÷持続可俕ßóÖ

ÚÄÿ�推進Î�Ôö�橑画的ß伶地畏

枮ã暓佭ù估市機俕ã集積�図ÿ��ン

パ�3"1�ã成熟�図ÿóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 居住誘導区域内ã人口密度 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 93.3人/ng 90.0人/ng以上 90.0 人/ng以上 

 

 

② 移動の円涫化 

 交通事櫤者Ý地域�行政Á疵橂Ì�持続

可俕ß地域公櫂交通ネ.3ワ��ã樻成

�晛指ÌóÎ� 

 歩行者ù自転車Á快適Ü安全à通行Ü

Â��誰÷Á移佪ÌùÎ¹估市樑間�創

出ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 交通結節点à¿Æ�ÙåÂバ$乗降者数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 50,000人 62,000人 70,000人 

 

 

 

 

 

 

ÙåÂバ$（小学校Üã出前講座ã暪子）  



基本目標５ いつも心地よく 便利に 「暮らしたい」 
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基本施策（２） 暮らし心地を高める都市基盤をつくる 

暮らし心地を高める都市基盤をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

昤疄·�估市施設�橑画的à整備Ì�曎Àß暮þÌ心地

Á実感ÜÂ�óÖßô�樻成ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 計画的な都市施設の整備 

② 公園の充実 

 

 

 
 

  



 

【生活基盤】 
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暮
ら
し
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を
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都
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を
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く
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単位施策ã方向性 

➀ 計画的な都市施設の整備 

 估市橑画併疼�橑画的à整備Î�ÈÝ

Ü�便畏Ü安全ß併疼交通晕ã樻成�図

ÿóÎ� 

 ＪＲ向暫駅周辺à¿¹Û�併疼ù宅地�橑

画的à整備Ì��êÖú»ã侨ã玄関口�

ÝÌÛ昤疄Ý侲�¹·ê��估市樑間�

創出ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 府中町Á施行Î�都市計画事業ã整備面積 

（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 1.7ng 5.5ng 

 

 

② 公園の充実 

 \ACYTW^ パ��暥倉山（暥倉山健康

運佪公園）Ý,�リ���4樑城パ��

（樑城山公園）àÙ¹Û�ニ�%à即ÌÔ

再整備�行¹�誰÷Á楽ÌõÈÝÁÜÂ

��侲�¹ù橀¹ã樑間�創出ÌóÎ� 

 估市公園ã整備ù公櫂樑地何ã暊効活

枮ßÞàýÿ�地域住昰ã新Ôß�集¹ã

場��創出ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 新設�大規模改修ÌÔ公園�広場ã疔計箇所数 

（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 2 箇所 4箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 向暫駅曭口付櫽ã暪子（疖痕8俇 1月） \ACYTW^パ��暥倉山 



基本目標５ いつも心地よく 便利に 「暮らしたい」 
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基本施策（３） 便利で暮らしやすい住環境をつくる 

便利で暮らしやすい住環境をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

住昰à身櫽ß生活併疼�橑画的à整備�保全Î�ÝÝ÷

à�快適ß住ó¹ÚÄÿ�促進Ì�畾好ß住環櫉ã向上�

図ÿóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 生活基盤施設の保全 

② 生活道路の整備 

③ 快適な住まいづくりの促進 

 

 
 

  



 

【生活基盤】 

83 

便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
を
つ
く
る 

 

単位施策ã方向性 

➀ 生活基盤施設の保全 

 併疼ù公園ã改修ù更新�橑画的à行

¹�施設ã長寿显化�図ÿóÎ� 

 3�レßÞ公園施設ã更新時àバリ
フリ

�化�進ö�ÊóËóß公園畏枮者Á快

適à過ÉÐ�環櫉ÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 改修箇所数（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 25 ※ 

※施設ã痊檞化状櫓何�佡ó½�中間見直Ìà¿¹Û設定 

 

② 生活道路の整備 

 身櫽ß生活併疼ã環櫉�改善Ì�住昰ã

安全ß通行樑間�確保Î�ÝÝ÷à�櫷

檜車畳ã進侸�可俕àÎ�ÈÝÜ�生活

畏便性Ý安全性�曪災性ã向上�図ÿó

Î� 

＜単位施策指標＞ 

〇 拡幅整備�行ØÔ町道ã延長（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 1,230ｍ 1,890ｍ 

 

 

③ 快適な住まいづくりの促進 

 住宅改修何ã支援�行¹�畾好ß住環櫉

ã樻成�図�ÝÝ÷à�痊檞化ÌÔ町営

住宅ã整備�行»ÈÝÜ�檭住ã安定�

確保ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 新設住宅ã着工戸数（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 1,350戸 2,700戸 

 



基本目標５ いつも心地よく 便利に 「暮らしたい」 
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■町内の都市公園・地域の公園 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拡幅整備ÌÔ町併（伬下校ã暪子）  



 

【生活基盤】 
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便
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境
を
つ
く
る 

基曽晛標６ ô�ßã �暮þÌÔ¹� �支½� 

 

基本目標 ６ 
【自治・行政】 

 

 

みんなの 「暮らしたい」 を支える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策 ぺージ 

（１）魅力的で暮らしたくなるまちをつくる 86 

（２）暮らしに寄り浯える体制をつくる 88 

（３）ずっと暮らし続けられる行財政基盤をつくる 90 

  

  

※�ラ$3ラフ 



基本目標６ みんなの 「暮らしたい」 を支える 
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基本施策（１） 魅力的で暮らしたくなるまちをつくる 

魅力的で暮らしたくなるまちをつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

óÖã佽色�活ÀÌÔ侂自性ã·�取組�推進Ì�óÖ

ã昤疄�向上ÊÐ�ÈÝÜ��暮þÌ続ÆÔ¹��晠ØÛÂÔ

¹��暮þÌÛôÔ¹�Ý評価Ê��地域ブラン4ã確畞�

推進ÌóÎ� 

原伒被害�受ÆÔ自治体ÝÌÛ�他自治体Ý櫄疄ÌßÁ

þ核兵器俩絶Ý恒檕平痕ã実現�晛指ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 地域ブランド力の向上と発信 

② 平和行政の展開 

 

 

 
 

  



 

【自治・行政】 
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魅
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単位施策ã方向性 

➀ 地域ブランド力の向上と発信 

 地域資源�活枮Ì�óÖã新Ôß昤疄�

ÙÄÿ出ÎÈÝÜ�櫛伶愛ã醸成ÝóÖ

ã活性化�図ÿóÎ� 

 óÖã昤疄ù情暶ßÞ�幅広Ä発信ÌÛ

¹ÄÈÝÜ�地域ブラン4疄�向上ÊÐ�

移住人口ù関樲人口ã増加�促進Ìó

Î� 

 óÖã估市的�メ�#�更à向上ÊÐ�

橋続的ßóÖã発展Ý活性化�促ÎÔ

ö�佒町ã佽色Ý将甿�見据½Ô単侂自

治ã·ÿ曀�検佞ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 府中町ã認知度 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 62.4% 67.0% 69.5% 

 

 

② 平和行政の展開 

 慰疣式平痕橥俈式ã檱行ù被伒ã実相

�発信Ì�次ã世代ÝÝ÷à核兵器俩絶�

恒檕平痕ã実現�晛指ÌóÎ� 

 非核宣言自治体何Ý疵橂Ì�世界à核兵

器俩絶ã橢運�高ö�取組�進ö�ÝÝ

÷à住昰意識ã高暥�図ÿóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 平痕à関Î�情報発信回数（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 70回 140回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 椿町フ�ミリ� 原伒ã碑 



基本目標６ みんなの 「暮らしたい」 を支える 

88 

基本施策（２） 暮らしに寄り浯える体制をつくる 

暮らしに寄り添える体制をつくる 
 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

ÊóËóß手曂àýÿ行政 �ビ$ã質�高ö�多暪化

Î�住昰ニ�%à対応Î�ÈÝÜ�住昰ã暮þÌà寄ÿ添

¹続Æþ��óÖÚÄÿ�推進ÌóÎ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 総合的なまちづくりの推進 

② デジタルトランスフォーメーション（DX）による行政サービスの向上  

③ 広報広聴の充実 

 

 
 

  



 

【自治・行政】 
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単位施策ã方向性 

➀ 総合的なまちづくりの推進 

 óÖã将甿像実現à向ÆÛ�中長期的ß

政策ã曀向性ù晛標�昿確àÎ�ÈÝ

Ü�適切Ü効果的ß施策�推進ÌóÎ� 

 社会情勢ù住昰ニ�%�俜握Ì�適時適

切à橑画í反映Î�ÈÝÜ�住昰一人ç

Ýÿà寄ÿ添ØÔ施策ã展開�図ÿó

Î� 

 櫽疎自治体Ýã広域疵橂�通ÍÛ�効畝

的Ü質ã高¹行政 �ビ$�提檽Î�È

ÝÜ�圏域全体ã基盤櫋化�図ÿóÎ� 

 暴括疵橂櫄定ã締結ßÞ昰間企櫤Ýã

疵橂�櫋化Ì�地域櫂創�官昰疵橂ã取

組�推進ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 全単位施策ã平均進捗畝 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 55.2% 100% 

 

 

② デジタルトランスフォーメーション（DX）による行政サービスの向上 

 各種申請ù侉出何àÙ¹Û�ンラ�ン対

応�進ö�場所ù時間ã制晲ßÄ受付Ü

Â�体制�整備ÌóÎ� 

 �ンラ�ンÜã手続Âà関ÌÛ�2#*ル

橹術à精通ÌÛ¹ß¹人Ü÷畏枮ÜÂ�

ý»工夫Î�ÈÝÜ�誰÷Á橢橔à手続

ÂÜÂ�環櫉�構築ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 電子申請可能ß手続Â数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 140件 400件 550件 

 

 

③ 広報広聴の充実 

 広暶êÖú»ùホ�ムペ�#ÕÆÜßÄ�

ＳＮＳ�äÍöÝÎ�ÊóËóß俶体�活

枮Î�ÈÝÜ�住昰�行政Á双曀向ÜóÖ

ã情暶�発信ÜÂ�体制�構築ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 XSXã合計登痒者数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 11,224人 13,600人 14,100人 

 

 



基本目標６ みんなの 「暮らしたい」 を支える 
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基本施策（３） ずっと暮らし続けられる行財政基盤をつくる 

ずっと暮らし続けられる 
行財政基盤をつくる 

 

 

 

 

基本施策ã目的Ý方向性 

将甿à�ÔØÛÞ�ß�暮þÌÔ¹�÷Àß½þ��ý»�

社会情勢ù住昰ニ�%à的確à対応ÌÙÙ�次世代負担ã

橔減�平準化�考畭ÌÔ行財政運営à伴öóÎ� 

住昰ã暮þÌ�支½続Æþ��ý»�人口減少ßÞã社

会情勢�見据½�職員ã佩Â曀ã見直Ìù櫤昲ã効畝化�

推進Î�ÝÝ÷à�社会ã変化à柔侪à対応ÜÂ�職員ã

育成�図ÿóÎ� 

 

 

 

 

 

 

＜単位施策一覧＞ 

➀ 財政基盤の安定化  

② 公共施設の適切な管理 

③ 公有財産の有効活用 

④ 持続可能性を高める職員づくり・組織づくり 

 
 

  



 

【自治・行政】 
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単位施策ã方向性 

➀ 財政基盤の安定化 

 町税ßÞã自主財源�安定的à確保Î�

ÝÝ÷à�財政ã健全化à不断à取ÿ組

õÈÝàýÿ�持続可俕ß財政基盤�構

築ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 町税収納畝 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 99.2％ 99.0％以上 99.0％以上 

〇 ê�ÊÝ応援寄付金ã確保 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 828万円 1,000万円以上 1,000万円以上 

 

② 公共施設の適切な管理 

 公櫂施設ã定期的ß点検�実施Î�ÝÝ

÷à�効果的�効畝的ß暚曪保全改修�

行»ÈÝàýÿ�快適ß施設畏枮�提檽

ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 改修箇所数（疔計） 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 27箇所 ※ 

 

 

※施設ã痊檞化状櫓何�佡ó½�中間見直Ìà¿¹Û設定 

 

 

③ 公有財産の有効活用 

 暔檗地ÝßØÛ¹�公櫂樑地ã暊効活枮

ù�公櫂施設駐車場ã暊當化ßÞ�既存

ã公暊財産àý�新Ôß価値ã創出ù自

主財源ã確保àÙ¹Û検佞ÌóÎ� 

＜単位施策指標＞ 

〇 公有財産ã疔計活用事疘数 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 4 事疘 8事疘 

 

 

 



基本目標６ みんなの 「暮らしたい」 を支える 
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④ 持続可能性を高める職員づくり・組織づくり 

 安定ÌÔ行政 �ビ$�提檽Ì続Æ�Ô

ö�2#*ル橹術àý�櫤昲効畝化Ý持

続可俕ß組織体制ã構築�推進ÌóÎ� 

 社会ã変化à柔侪à対応ÜÂ�職員�育

成Î�Ôö�2#*ル橹術ã活枮�äÍ

öÝÌÔ�職員ã$�ル
.プ�推進Ìó

Î� 

＜単位施策指標＞ 

〇 庁内,ャ.3/�ル畏用割合 

 現状値（W6） 中間目標値（W12） 最終目標値（W17） 

 ― 100％ 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

府中町晱場  


